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01  計画策定の趣旨  

本市では、市民がスポーツの多様な効果・効用を十分享受できるよう、市民の

参画と多様な主体との協働を柱とする「沖縄市スポーツ推進計画」を平成 25（2013）

年度に策定し、これまで具体的な取組みを進めてきました。 

しかしながら、令和 2（2020）年当初から世界中を席捲した新型コロナウイル

ス感染症は、市民のスポーツ環境に大きな影響を与えました。外出が制限される

ような状況が長く続いたことで、高齢者のフレイルや子どもたちの生活習慣の変

容など、新たなリスクも顕在化しました。 

一方、感染動向の収まりもあって、ＦＩＢＡバスケットボールワールドカップ

2023 が開催されるなど、改めてスポーツの気運の高まりが戻りつつあります。 

また、競技スポーツ人口の減少や指導者の高齢化、学校部活動の地域移行など、

スポーツを取り巻く環境も前計画の策定当時とは大きく変容しつつあります。 

こうした状況にあっては、本市としてスポーツの意義や役割を改めて捉えなお

し、アフターコロナを見据えたこれからの暮らしのなかで、スポーツが日常の暮

らしのルーティンとして溶け込むことができるよう計画的、体系的に取り組んで

いく必要があります。 

したがって、この先５年間を見据えた第２期スポーツ推進計画を取りまとめる

ものとします。 

この計画は、前計画や総合計画における経過を現在の状況に置き換え、今後の

５年間の本市のスポーツ振興の羅針盤となるものです。  
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02  計画の位置付け  

 本計画は、スポーツ基本法に基づき、国のスポーツ基本計画を参酌し、本市の

最上位計画である第５次沖縄市総合計画との整合を図り、スポーツ行政のビジョ

ンと方向性を示すものです。また、本市の各分野における関連計画との連携を図

ります。 

 

 
図表 1 計画の位置付け 

 

03  計画の期間  

 計画期間は、令和６（2024）年度から令和 10（2028）年度までの５年間とし

ます。 
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04  計画が対象とするスポーツの範囲  

 以下の国や県の捉え方を踏まえ、本計画では、野球やバスケットボール、サッ

カーなどの競技種目やレクリエーション1活動のほか、健康のための散歩や体操な

どの軽い運動、さらに徒歩や自転車による通勤や買い物などの日常生活における

活動など、意識的・継続的に行う様々な身体活動のことを「スポーツ」として幅

広く捉え、これまでスポーツに縁のなかった方にも気軽に親しんでいただくこと

を目指します。 

 

国の捉え方 

① 『スポーツは、「する」「みる」「ささえる」という様々な形での参画を通して、人々が感じる
「楽しさ」や「喜び」に根源を持つ身体活動』  

② 『その身体活動自体に、心身の健全な発達、健康・体力の保持増進、精神的な充
足感の獲得、自律心などの精神の涵養等のあらゆる「自発的」な意思に基づいて行わ

れるもの』 

県の捉え方 

③ 「楽しさ」や「喜び」に根源を持つ、心身の健康等のために自発的に行われる身体活動
を広くスポーツと捉える。 

図表 2 国・県におけるスポーツの捉え方 

 

 
図表 3 本市（本計画）におけるスポーツの範囲  

 
1 人々のやる気や意欲、心の元気を高めること（（公財）日本レクリエーション協会）。また、スポーツ・レ

クリエーションは、スポーツを手段として活用することで心を元気にするとともに、スポーツを通じた健

康増進 効果をねらうもの（（公財）日本レクリエーション協会、スポーツ基本法） 
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近年、社会情勢の変化は著しい中で、体を動かすという人間の本源的な欲求を

満たす直接的な力のみならず、個人レベルから社会レベルまで広く好影響を波及

させ地域課題の解決方策として活かされることが期待される活動として改めて注

目されています。 

 

 
図表 4 スポーツの力に期待される効果 
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01  政策    

(1) 国の   

第３期スポーツ基本計画の策定にあたり、新たに３つの視点を追加しています。 

 

つくる／はぐくむ 

既存の枠組みや考え方のみに捉われず、見直し・改善

し、最も適切・有効な、個々の状況等に応じた方法や

ルールを考え出したり、創り出す 

あつまり、ともに、つながる 
様々な立場にある人々が「ともに」「つながり」を感じなが

らスポーツを楽しめる社会の実現を目指す 

誰もがアクセスできる 
年齢や性別、障がい、経済的事情等によってスポーツを

諦める、途中でやめることのない社会の実現を目指す 

図表 5 スポーツ基本計画における新たな視点 

出典：第３期スポーツ基本計画、R4 

 

 また、今後５年間において総合的かつ計画的取り組む施策として以下を挙げて

います。 

 

多様な主体における 

スポーツの機会創出 

スポーツ界における 

DX2の推進 
国際競技力の向上 

スポーツの 

国際交流・協力 

スポーツによる 

健康増進 

スポーツの 

成長産業化 

スポーツによる地方創生 

まちづくり 

スポーツを通じた 

共生社会の実現 

スポーツ団体のガバナンス

改革・経営力強化 

スポーツ推進のための 

ハード、ソフト、人材 

スポーツを実施する者の 

安全・安心の確保 

スポーツ・インテグリティ3
 

の確保 

図表 6 今後５年間に取り組む１２の施策 

出典：第３期スポーツ基本計画、R4 

  

 
2 DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、組織や企業がデジタル技術を活用してビジネスのプロセ

スやビジョンを変革し、競争力を向上させること 
3 高潔さ・品位・完全な状態を意味する言葉。スポーツにおける「インテグリティ」とは，「スポーツが様々

な脅威により欠けるところなく，価値ある高潔な状態」を指す。 
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(2) 沖縄県の   

県のスポーツ推進計画では、「インナー施策4とアウター施策5の両輪によりスポー

ツアイランドを形成する」ことを謳っており、とりわけスポーツコンベンション

6やスポーツビジネスを重要視したつくりとなっています。 

そのようななかで、「ＦＩＢＡバスケットボールワールドカップ 2023 の開催支

援」を始めとし、「スポーツマネジメント人材の育成」、「スポーツ医・科学（スポー

ツ・ヘルスケアサイエンス）拠点の構築」「ＤＸの推進による県民へのスポーツを

する機会の提供」「スポーツを通じた多様な社会課題解決及び国際貢献」等の新規

取組を掲げています。 

沖縄総合事務局が所管していた沖縄スポーツ・ヘルスケア産業クラスター推進協議

会7を母体に、「スポーツを観光・IＴに次ぐ第三の産業に！」という想いを受け継ぐ形

で一般社団法人沖縄スポーツ関連産業協会（ワンスポ沖縄）が設立されています。 

 

基本理念 

世界にはばたき躍動する「スポーツアイランド沖縄」の形成 

「スポーツアイランド沖縄」とは 

① 県民が健康・長寿であるため生涯を通してスポーツを楽しめること 
② 国内外で活躍するトップアスリートを輩出すること 
③ 我が国の南端のスポーツ交流拠点として年間を通したスポーツコンベンションが開催さ

れること 

が実現され、かつ 

④ 沖縄の地理的特徴や恵まれた自然・温暖な気候、特色ある地域・文化・産業とス
ポーツを関連づけ、スポーツの持つソフトパワー8 を活用することにより、地域・経済の活

性化につながる取り組みが全県的に行われていること 

という状態になっていることを指す 

図表 7 沖縄県スポーツ推進計画の概要 

出典：第２期沖縄県スポーツ推進計画、R4  

 
4 スポーツを活用した地域内住民向けの健康の維持増進・共生社会の実現などの推進施策をいう。 
5 スポーツを活用した海外・国内他地域といった地域外からの交流人口の拡大の推進施策をいう。 

6 スポーツに関係する合宿、キャンプ、自主トレ、大会、イベントなどの総称。沖縄では、温暖な気候のも

と１年中さまざまなスポーツを行うことができ、プロスポーツのキャンプや国際的なスポーツ大会が開催

されるなど、スポーツコンベンションが盛んであることから本計画でもスポーツコンベンションのさらな

る推進を図ることとしている。 
7 スポーツ・ヘルスケア産業に関連する企業、経済団体、大学・学術団体、金融機関、産業支援機関、行政

等の産学金官の有機的なネットワークを基に、沖縄が持つポテンシャルを活かし新分野・新事業等に挑戦

する取組を支援することにより、国際競争力のあるスポーツ・ヘルスケア関連産業の創出、沖縄観光産業

等の高付加価値化、健康寿命の延伸等を促進し、沖縄地域の経済活性化及び社会的課題の解決に資するこ

とを目的とした協議会。 
8 米国ハーバード大学のジョセフ・ナイ教授が提唱した概念。軍事力などの強制的な力により他国に影響力

を及ぼすハードパワーに対し、文化、価値観、イデオロギーなど目に見えない間接的な影響力を拠り所に

した力を指す。沖縄のソフトパワーとしては、独自の歴史・文化、健康・長寿、豊かな自然環境、ユイ

マールの精神や平和を望む県民の心などが挙げられる。 
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(3)  市の   

 前計画の進捗について、アウトプット（取組）とアウトカム（成果）の視点で

以下のとおり整理しました。 

 

① アウ プ  評価 

目標単位でみると目標１に関して堅調に遂行してきており、施策単位でみると

スポーツコンベンションに関する取組みに注力してきています。 

 

基本理念 

スポーツを通した『身体づくり、人づくり、仲間づくり』 

～自分らしく楽しみ、活気と共感に満ちたスポーツ交流のまちづくり～ 

基本方針 

生涯スポーツの振興 競技スポーツの振興 スポーツ・ツーリズムの振興 

目標 施策 進捗評価 成果指標 

１ 

スポー ツ と身

近に触れ合え

る環境づくり・

きっかけづくり

の推進 

スポーツを知り・体験するきっかけづくり 1.55 

指標１ 

成人の 

スポーツ 

実施率 

スポーツを楽しむことのできる環境整備 1.58 

スポーツに関する情報の発信・意識啓発 1.71 

２ 
ライフステージ

に応じた市民

のスポーツ活

動の推進 

幼少期・青少年期における発達段階に 

応じた運動・スポーツ活動の推進 
1.46 

成人の継続的な運動 スポーツ活動の 

推進 
1.44 

高齢期の生きがいスポーツ・介護予防等 

の推進 
1.60 

障がい者の生きがい・ 交流スポーツの推進 1.50 

３ 

スポーツを支

える人づくり・

地域づくり・ま

ちづくり 

総合型地域スポーツクラブの周知・活性化 1.00 
指標２ 

市内総合型 

地域スポーツ 

クラブに 

参加した 

市民の 

延べ人数 

地域スポーツを支える人材・団体等の 

育成 活用 
1.25 

スポーツコンベンションシティの構築による 

多様な交流の推進 
1.83 

A 実施した（定期的にしている） 

B 実施していた（計画期間途中から実施しなくなった） 

C 実施していない 

２pt 

１pt 

０pt 

図表 8 前計画における各種施策の進捗   
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② アウ カム評価 

スポーツ実施率は頻度によらず週１日以上、週３日以上ともに微減傾向にあり、

目標に対して大きく未達となりました。新型コロナウイルス感染症の影響等の要

因が考えられます。 

総合型地域スポーツクラブ9の参加者数は、途中からの計測ではあるものの、直

近数年の傾向（傾斜）をみると、上昇率としては目標とした推移に近い傾きを示

しています。 

 

 
図表 9 指標１「成人のスポーツ実施率」推移 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

 
図表 10 指標２「総合型クラブ参加者数」推移  

 
9 文部省(現:文部科学省)が平成７年度から育成事業により推進している地域スポーツクラブのことで、地域

住民のスポーツ活動のより一層の充実を図ることはもとより、地域社会のコミュニティつくりに結びつく

という点からも期待されている。 総合型いつでも・どこでも・だれでも継続的にスポーツに親しめる環境

つくりを目指す、地域に根ざした自主運営型・複合型スポーツクラブのこと。 
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02   市 取り巻く状況及  市の特徴  

(1) するスポーツ 

スポーツ実施率は 39.3％と現行計画の基準値より微減となりましたが、約 1/3

の市民がコロナの影響によりスポーツ機会が減少したとしており、その減少がな

かった場合には 45.7％程度10であった可能性も考えられます。 

 

 
図表 11 本市スポーツ実施率 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

また、非実施層は極めて少なく、「（実施頻度が）わからない」を除く内訳で再

集計すると、習慣的に行っている人の割合は高いとも言えます。 

 

 
図表 12 段階ごとの分布11

  

 
10 スポーツ実施頻度を「月に１～３日」と回答した市民のうち、「コロナ禍以前と比較してスポーツ実施回

数がやや減った・減った」と回答した市民、スポーツ実施頻度を「３ヶ月に１～２日」と回答した市民のう

ち、「コロナ禍以前と比較してスポーツ実施回数が減った」と回答した市民を加算した数値。 

11 「習慣的に行っている」＝週１日以上、「行っているが習慣的ではない」＝週１日未満～年１日以上 
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年代別のスポーツ実施率は、全国的には働く世代・子育て世代の 20～50 代で

落ち込む傾向12がありますが、本市では高齢者が低い（ビジネスパーソン世代が高

い）特徴的な傾向となっています。 

 

 

 

 
図表 13 属性別スポーツ実施率 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

  

 
12 第３期スポーツ基本計画より 

43.0 

36.3 

0 20 40 60 80 100 

 性

 性

性
別
実
施
率

42.5 

43.0 

37.1 

44.4 

41.1 

32.0 

36.8 

0 20 40 60 80 100 

10  

20  

30  

40  

50  

60  

70  

年
 
別
実
施
率

36.1 

38.5 

37.4 

41.4 

0 20 40 60 80 100 

  

中 

  

  

地
域
別
実
施
率



 

15 

 

スポーツ実施形態は、現行計画策定時の調査と同様に個人や家族でのスポーツ

実施が割合を占める中で、友人との実施はやや減少していることもコロナの影響

と考えられます。 

 

 
図表 14 スポーツ実施形態（ 位５項目） 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

スポーツをする理由は健康や気晴らし等の理由が多い状況です。また家族との

ふれあいを理由にあげる声は中位であるものの、前回からの普遍的な動機ともと

れます。 

 

 
図表 15 スポーツをする理由（ 位６項目） 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 
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一方、やらない理由は「家事や仕事の忙しさ」によるものが多い状況です。ま

た、「経済的なゆとりがない」という理由が多いことも本市の特徴と言えます。機

会がないことを理由にあげる割合が減っていることから現行計画の取組みのなか

で一定程度、機会を創出することができていると考えられます。 

 

 
図表 16 スポーツをしない理由（ 位 10 項目） 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

 

市民のスポーツ   下支えする多様 団   
「スポーツで街を元気に」を合言葉に、子どもから大人まで、チャレンジの場を提供す

る総合型地域スポーツクラブ「サンビスカス沖縄」や、スポーツデイや生涯学習フェスティ

バル、日々の出前講座等で市民のスポーツ活動を推進するための企画や運営を担うス

ポーツ推進委員、アンダーカテゴリーの競技大会開催をはじめとした競技力向上に向け

た様々な育成活動を担う沖縄市スポーツ

協会等の存在が沖縄市スポーツ推進を下

支えしています。 
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(2)  るスポーツ 

過去１年間に直接スポーツを観戦した割合は 35.9％ですが、コロナの影響によ

り直接観戦が減少し、逆に近年のチャネルの多様化によるテレビ等の視聴が増え

たことによる影響を鑑みると、高い水準にあると言えます。 

 

 
図表 17 本市スポーツ観戦率 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

市 あげてスポーツ  援する土壌  
本市は現地での観戦率が現行計画策定時から増加しており、本計画策定時の調査に

おいては、全国的な水準と比較しても高い結果となっていることからも、市をあげてス

ポーツを応援する土壌が強みであると言えます。 

また、そのような土壌を活かし、スポーツ施設と商店街との連携による街の賑わいや

各店舗の売上向上に繋げる取組み等「スポーツの応援」と「スポーツの力の地域への波

及」の好循環に向けて取り組まれています。   
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興行としてのスポーツに触れる機会が豊富なこともあり、プロスポーツ観戦が

最も高い割合を占めています。 

 

 
図表 18 観戦対象の競技レベル 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

それらプロスポーツには子どもや大人の心を動かすプレーや、地域社会・経済

への貢献が期待されています。 

 

 
図表 19 プロスポーツに期待すること（ 位５項目） 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

 市の強 である豊富 スポーツチームとのかか り  
本市をホームタウンとする「ＦＣ琉球」や「琉球ゴールデンキングス」、本市をサブホーム

タウンとする「パナソニックパンサーズ」、春季キャンプに訪れる「広島東洋カープ」等、プ

ロスポーツに触れる機会が豊富です。 

沖縄市をホームタウン・サブホームタウンとするプロスポーツチーム等と連携し、プロ

スポーツチームのファンが試合観戦を目的に旅行する「アウェイツーリズム」を核とした

誘客拡大に取り組んでいます。 
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(3)   えるスポーツ 

過去１年間におけるスポーツボランティアへの参画率は 8.3％と概ね全国的な

水準に近い割合となっています。 

 

 
図表 20 スポーツボランティア参画率 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

指導や審判等技術の必要なものに比べ、組織運営への関与が比較的多い傾向が

見て取れます。 

 

 
図表 21 参画したスポーツボランティアの種類 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

スポーツ   ション13主導によるスポーツボ ン  アの取組   
本市では、沖縄市スポーツコミッションが中心となり、沖縄市でのスポー

ツイベント等における会場内外整理、受付、参加者誘導、運営補助、交通整

理などに協力いただけるボランティアを募集しています。 

  

 
13 地方公共団体、スポーツ団体、民間企業等が一体となり、スポーツによるまちづくり・地域活性化を推進
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宿・キャンプの誘致など域外交流人口の拡大に向けたスポーツと地域資源を掛け合せたまちづくり・地域
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8.3 

 ランティア
   

3.2 

1.  

1.  

1.7 

0.6 

0 1 2 3 4 

スポーツ団体・クラブの運 や世 

スポーツの指 

地域のスポーツ 会等の運 や世 

スポーツの  

国  会・全国 会等の運 や世 



 

20 

 

近年の 市スポーツに関する 来   
第１期の沖縄市スポーツ推進計画（以下、前計画という）から 10 年が経ち、本市のス

ポーツを取り巻く環境は 10 年前とは大きく変わってきました。とりわけ、プロスポーツ

やスポーツツーリズム14等アウター施策において、大きく変化してきたかと思います。 

例えば、これまでも本市とともに歩みを進めてきた FC 琉球の J3 優勝、また、ホーム

アリーナとなる沖縄アリーナの完成後、より関係性を強めてきた琉球ゴールデンキング

スの西地区 6連覇、悲願の B リーグ優勝等、盛り上がりをみせてきました。 

東京オリンピック・パラリンピックでは、喜友名諒選手の金メダル獲得や上与那原寛和

選手の 2 つの銅メダル獲得の活躍もありました。さらに県出身選手の活用のみならず、

空手のニュージーランドチームのホストタウンとして、男子バレーボールのフランスチー

ムの事前合宿地として、関わりが生まれてきました。バレーボールに関しては、オリン

ピックで金メダル獲得、翌年の FIVB バレーボールネーションズリーグ 2022 でも、優

勝するなどの成果を出しています。 

また、世界的にアーバンスポーツ15人気が高まるなかで、FIBA バスケットボールワー

ルドカップの前には、ブレイクダンスの世界大会である「BATTEL OF THE YEAR ２０

２２ WORLD FINAL」のアジア初開催が沖縄アリーナで行われ、世界各地 12 チームが

参加し、沖縄市で行われました。 

こうした取組みや今後への展望が評価され、「スポーツ・健康まちづくり優良自治体表

彰 2021」にて、「沖縄市スポーツコンベンションシティ 3.0 加速化プロジェクト」がス

ポーツ庁長官賞を受賞しています。 

 
スポまち！長官表彰 2021 受賞（本市ホームページ）   

 
14 スポーツを「みる(観戦)」、「する(楽しむ)」だけでなく、スポーツそのものを観光資源として捉え、他の

地域資源や観光資源とも組み合わせることで、スポーツを通じた新たな旅行の魅力を創り出す観光スタイ

ルのこと。 
15 主に“都市資源”を活用した新しい運動種目である。「都市型スポーツ」とも呼ばれ、一般的に競技に限っ

たスポーツではなく、非競技の種目もアーバンスポーツには含まれる。東京 2020 大会にて、新たに「ス

ケートボード」や「BMX」などのアーバンスポーツが正式種目に採用されるなど、若者を中心に近年人気

を集めている。 
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01  将来像と方   

1996 年に、“スポーツコンベンションシティ”を宣言して以降、コザ運動公園や

沖縄県総合運動公園等の県内最大規模のスポーツ施設を活かし、プロ・アマ問わ

ず数多くのスポーツ団体及び選手がトレーニング・キャンプに訪れているまちを

実現してきました。また、2012 年以降はホームタウン制度による地域密着型プロ

スポーツ支援や東京 2020 に向けた海外チームとのホストタウン協定等スポーツ

コンベンションシティとしての第２フェーズを展開してきました。 

これらの段階を経て、2021 年以降は“スポーツコンベンションシティ 3.0”と銘打

ち、スポーツコミッションの設立・多角化や東京 2020 オリパラ、FIBA バスケッ

トボールワールドカップ 2023 のレガシー継承等、新たな展開を加速化していると

ころです。 

このように本市は単なるスポーツ振興に留まらず、スポーツコンベンションシティ

を標榜し、スポーツの力を活用したまちづくりに取り組んできた経緯があります。   
一方でこれらの源は、地域に根付いたスポーツ文化であり、外部の人にとって

魅力的な“スポーツコンベンションシティ”であるためには、地域の人にとって魅

力的な“スポーツシティ”であることが必要条件です。 

つまり、地域住民のための、“スポーツそのものの振興”により、市全体でのス

ポーツに対する積極的な関わりを促していくことが肝要であり、そのためには全

ての市民が生涯を通じてスポーツに親しむことのできるまちの実現が必要です。   
したがって、このような地域内外へ向けた取組みの好循環により、スポーツ推

進を通じた本市の将来像として以下を掲げます。 

 

誰もが生涯を通じ スポーツに親 むことができる  

スポーツ ンベンションシティ  
 

 
図表 22 スポーツ施策の循環イメージ  
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(1) スポーツの   

 本市のスポーツ実施率（週１回以上運動する人の割合）は、39.3％となってお

り、沖縄県平均の 58.3％や全国平均の 56.4％、また国のスポーツ基本計画におけ

る目標値 70％に比べると、低い状況となっています。   
スポーツをしない理由としては、「家事が忙しい」や「勤務時間が長い」、「経済

的なゆとりがない」等が挙がっています。機会の損失については、約 1/3 程度の

市民が感染症対策の影響による減少を感じていますが、約半数が「変わらない」

かむしろ「増加傾向」にあるとしていることを鑑みると、本市のスポーツ実施率

に関する課題は感染症蔓延以前からの傾向であることがわかります。 

 

 
図表 23 スポーツをしない理由（ 位 10 項目）再掲 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

一方で、非実施層の今後の実施意向では、「具体的に始めようと思っている」「始

めたい思いはある」が 57.1％を占めることから、スポーツの心理的・物理的ハー

ドルを緩和することによって“時間がなくても”、“お金をかけなくても”スポーツ

に親しむことができる環境づくりや意識づけが効果的であると言えます。   
このような現状を踏まえ、市民一人ひとりが運動・スポーツをさまざまな形で

“楽しみ”心身ともに元気に活き活きと自分らしく暮らすことができるよう、スポー

ツの振興に取り組みます。 
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(2) スポーツによる   

 過去１年間に直接スポーツ観戦を行った市民の割合は 35.9％と、全国平均が

23.3％であることを踏まえると、極めて高い水準にあると言えます。要因として、

ＦＩＢＡバスケットボールワールドカップ２０２３等の大型スポーツイベントの

開催をきっかけとした関心の高まり、県内に拠点を張るプロクラブチームやトッ

プチームの存在が考えられます。   
 このようなスポーツ観戦率の高さは、市場の大きさとも換言できます。 

観戦需要としては、県調査によると本市で行われた FIBA 予選 window４の１

試合における経済波及効果は約１億円、2022 シーズンの FC 琉球ホーム最終戦１

試合での経済波及効果は約６千万円と試算されています。 

また、観戦と実施の相関もみられ、実施の需要としても、社会教育調査による

と体育施設の利用者数が県内３番目に多く、さらに施設数が県内他市町村と比べ

て圧倒的に豊富であることから、さらなる稼働のポテンシャルもあり、スポーツ

をする・みることを通じたまちの賑わいや経済の活性化が期待されます。 

 

 
図表 24 体育施 利用者数 

出典：社会 育調査を活用した地方公共団体の EBPM 推進に関する調査研、H30 

 

 また、東京 2020 パラリンピックの観戦による、パラスポーツへの関心の高ま

りもみてとれ、共生社会の実現やユニバーサルデザインの実装等へのスポーツの

貢献も期待されます。   
 このように、スポーツの持つ力による地域活性化や共生社会の実現等社会への

波及をめざし、スポーツ“による”まちの振興に取り組みます。 
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02  方  ごとの方針  

方  １ スポーツの   

方針１ 状況に じた柔軟 スポーツ機  つくり はぐくむ 

 多くの市民がスポーツに参画できるよう取り組んでいくうえで、スポーツに関

心を持たない層や苦手な層であっても、スポーツを楽しみ、喜びを感じながら取

り組めるようにするため、既存の手法・態様のみに固執するのではなく、環境や

状況に応じて柔軟に見直し、改善しながら取り組む「スポーツをつくる／はぐく

む」という視点のもと、あらゆる立場の人にとってのスポーツをはじめるきっか

けづくり、続ける後押しに取り組みます。 

 

方針２ 誰もがア セスできるスポーツ    える 

スポーツに参画し、スポーツの価値を体感できるような社会を実現するためには、

性別、年齢、障がいの有無、経済的事情、地域事情等に関わらず、全ての人がスポー

ツにアクセスできる社会の実現や機運の醸成、スポーツ情報の充実が重要です。 

公共施設の縮減傾向によるスポーツ活動の場所不足や、活動の担い手不足とい

う課題解決のための支援策を講じることを通じて、スポーツにアクセスし続けら

れる環境を整えるとともに、スポーツに取り組む人々の心身の安全・安心の確保

にも配慮していきます。 

 

方  ２ スポーツによる   

方針３ スポーツであつ りともに    つ がり   する 

新型コロナウイルス禍における活動制限により、スポーツを介した地域や仲間

との交流が失われました。他方、ＦＩＢＡバスケットボールワールドカップ 2023

ではスポーツを通じて人々が集まり熱狂する姿が印象的に示されました。 

また、オリ・パラの日本開催は共生社会実現の必要性を意識させるきっかけと

なりました。 

このような契機をいかし様々な立場にある人々誰もが「ともに」活動し、「つながり」

を感じながらスポーツを楽しめる社会の実現を目指し、機運の醸成に取り組みます。 

さらに、スポーツ実施のみならず、スポーツを通じた社会経済の活性化等の場

面においても、様々な人々・組織・企業が「あつまり」、「ともに」地域課題への

対応や活動の実施を図っていけるよう、情報や知見を共有し合いながらスポーツ

の産業化を進めます。  
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01  施策 系  

将来像 方向性 方針 

誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る 

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

１ 

状況に応じた柔軟な 

スポーツ機会をつくり・はぐくむ 

目標数値：スポーツ実施  

70  
 

２ 

誰もがアクセスできる 

スポーツ環境を整える 

目標数値：市スポーツ施設利用者数 

 2  000 人 
 

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
振
興 

３ 

スポーツであつまりともに活動  

つながりを創出する 

目標数値：市内の主要ホテル延べ宿泊数 

388 000 人 
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基本施策  体施策 

１－１ 子どものスポーツ推進 

① 親子で楽 めるスポーツイベントの開催及び支援の実施 

② 学校体育の推進 

③ 生徒のスポーツ環境の確保・   

④ 食育の推進 

⑤ 児童のスポーツ環境の確保・   

⑥ 児童生徒の競技力向上に向けた支援の実施 

１－２ 働く世代・子育 世代のスポーツ推進 

① 気軽に 加できるスポーツ教室およびスポーツイベント等の
開催 

② 多様なスポーツプ グラムの提供及びスポーツサークルの活
動支援 

③ スポーツイベントの開催支援 

④ ライフステージに応じた健康づくり支援 

１－３ 高齢者のスポーツ推進 
① スポーツによる介護予防 

② 高齢者のスポーツ機会の創出 

１－４ 障が 者のスポーツ推進 
① 障が 者（児）のスポーツ機会の創出 

② 障が 者スポーツ用 の購入・貸与による活動支援 

２－１ スポーツ環境  の充実 

① 沖縄市立総 運動 体育施設（ ザ運動公園）の改修
更新による機能の  向上 

② 公園の活用促進 

③ 学校体育施設及び地域・学校連携施設の活用促進 

④ 全 の市民が不自由なく利用できるスポーツ環境の実現 

2－２ スポーツを支える人材・団体の確保・育成 

① 総 型地域スポーツクラブ の支援 

② スポーツ推進委員の活用促進 

③ 沖縄市スポーツ協会 の支援 

④ スポーツ ランティアの育成 

2－３ 情報発信の強化 ① 多様な媒体の活用によるスポーツ情報の提供 

3－１ スポーツを通じた多様な交流の創出 

① 誰でも楽 めるスポーツの普及・促進 

② プ スポーツチーム等との連携による応援機運の醸成 

③ 国内交流事業でのスポーツ交流の推進 

3－2 スポーツ交流人口拡大による地域経済

の活性化 

① スポーツ ンベンションの推進 

② スポーツツーリズムの推進 

③ 沖縄アリーナの活用促進 

④ モータースポーツの振興 

⑤ 東部海浜開発事業の推進 

3－3 スポーツの産業化 

① スポーツ 連事業を創出  す 環境づくり 

② デジタル技術の活用 ｅスポーツ等新たなスポーツ産業との
連携 

③ プ スポーツチーム等との連携による新たな商品・サー スの
創出   
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02    施策 よ 具 施策  

方針１ 状況に じた柔軟 スポーツ機  つくり はぐくむ 

  施策１－１ 子 ものスポーツ推進 

 各世代におけるスポーツ実施の課題は、一歩前のライフステージでの習慣に起

因するケースが多くあると考えられ、低年齢層をターゲットとした施策が中長期

的には最も効果的であると考えられます。 

 子どもがスポーツを始めるきっかけは「体を動かすことが好きだから」という

根源的な楽しさに基づくものである一方、技術や体力が追い付かなくなると「嫌

い」になってしまい、スポーツから離れてしまう傾向がみてとれます。 

 したがって、将来にわたり子どもがスポーツに継続して親しむことができる機

会を確保するために、子どもたちがスポーツの強度や巧拙に関わらず、身体を動

かすこと自体の楽しさや気持ちよさを感じてもらい続けられるような運動プログ

ラムの開発と実践を様々な形で事業展開できるよう、検討します。 

 その他、運動部活動の地域移行についても国の動向を注視し、できるところか

ら慎重かつ迅速に進めます。 

 

 

 
図表 25 スポーツ施策の循環イメージ 
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施策① 親子で  めるスポーツ  ン の開催及 支援の 施 

 親子で参加できるスポーツ教室の開催をはじめ、こどもから大人まで世代を問

わず楽しめる沖縄市スポーツデイやカローリング16大会などのスポーツイベント等

を開催します。 

また、市の主催のみならず、「親子ふれあい体験活動助成事業」を活用したスポ

レクの実施、各社会教育団体等による運動会・スポレク大会等の開催を促進します。   
【主な取組】 

⚫ 親子スポーツ教室の開催 

⚫ 沖縄市スポーツデイの開催 

⚫ カローリング大会の開催 

⚫ 生涯学習フェスティバルでレクリエーション協会等と連携したスポレク体験コー

ナーの実施 

⚫ 各社会教育団体の運動会・スポレク大会等の支援 

⚫ 親子ふれあい体験活動助成事業を活用した地域住民のスポレク活動支援    
 

 

沖縄市スポーツデイの様  

 

施策② 学校  の推進 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見つけ、その解決に向けた学習過

程を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成する。   
【主な取組】 

⚫ 体育・保健に関する指導   
  

 
16 氷上でなく室内でカーリングができるように考案されたニュースポーツ。 
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施策③  徒のスポーツ  の   維  

全国的に運動部活動の地域移行が推進されるなか、中学生の新たなスポーツ環

境づくりに取り組むなど、スポーツ活動の機会確保に努めます。   
【主な取組】 

⚫ 学校部活動の地域移行推進方策の検討 

⚫ 移行期間中における部活動継続方策の検討   
 

施策④ 食 の推進 

 栄養教諭や栄養職員による給食指導をはじめ、保護者等からの依頼による栄養

指導講話を行うなど、食育の推進を図ります。   
【主な取組】 

⚫ 授業や講話、資料展示等による給食指導の実施 

⚫ 食育に関する出前講座の実施   
 

施策⑤ 児童のスポーツ  の   維  

児童センターにおいて、体育指導員を配置し、遊びを通したスポーツ環境の充

実を図ります。また、中高生の児童センターの利用促進に向け、夜間開放の実施

に取り組みます。 

青少年体験等学習事業におけるスポーツやダンス教室等の充実を図ります。   
【主な取組】 

⚫ 児童センターにおけるスポーツ指導環境の充実および夜間開放の実施 

⚫ スポーツやダンス教室等の充実   
 

施策⑥ 児童 徒の     に けた支援の 施 

スポーツの底辺拡大と競技力の向上、児童生徒間の交流を図るため、各種大会

への県外等派遣の支援を行います。また、スポーツ少年団および沖縄県軟式野球

連盟中部北支部学童部沖縄ブロックの活動の支援や、沖縄市長杯高等学校バスケッ

トボールおきなわカップ開催支援等に取り組みます。   
【主な取組】 

⚫ 各種大会県外等派遣費補助金の周知及び充実 

⚫ 沖縄市スポーツ少年団本部の活動支援 

⚫ 沖縄県軟式野球連盟中部北支部学童部沖縄ブロックの活動支援 

⚫ 沖縄市長杯高等学校バスケットボールおきなわカップの開催支援  
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  施策１－２ 働く世代 子 て世代のスポーツ推進 

スポーツをしない大きな理由として「時間がない（仕事や家事が忙しい）」が挙

がっていることから、日常生活における身体行動に能動的に向き合うだけでも運

動効果があること等、“時間がなくても”スポーツができるということの普及啓発

によりスポーツの心理的・物理的ハードルの緩和を促します。 

 とりわけ子育て世代では、子どもを親族等に預けてまで自身のスポーツ時間を

捻出することに抵抗があるという声もあることから、家事や子育てで忙しいなか

でも気軽に取り組めるスポーツや運動の普及啓発等が有用であると考えられます。 

 また、実行に移そうと思っている層の背中を押せるよう、市民がそれぞれ身近

な場所に気軽にスポーツができる環境を享受できる場づくりを推進します。 

 

施策①  軽に参加できるスポーツ 室 よ スポーツ  ン 等の開催 

オンラインや出前講座での実施など、市民がより気軽に参加ができるスポーツ

教室を開催します。 

また、こどもから大人まで世代を問わず楽しめる沖縄市スポーツデイやカロー

リング大会などのスポーツイベント等を開催します。 

中央公民館では健康づくりに資する運動に関する講座を開催します。   
【主な取組】 

⚫ オンラインや出前講座によるスポーツ教室の開催 

⚫ 沖縄市スポーツデイの開催 

⚫ カローリング大会の開催 

⚫ 健康づくりに資する運動に関する中央公民館講座の開催   
 

施策② 多様 スポーツプログ ムの提供及 スポーツサー  の  支援 

 スポーツ推進委員や総合型地域スポーツクラブ、民間等と連携し、スポーツ未

実施者やスポーツが苦手な人でも楽しく、気軽に楽しめるスポーツプログラムの

提供に取り組みます。 

健康体操やダンス、太極拳等の中央公民館登録サークルについて、活動の場の

提供を図るなど、育成・支援を図ります。   
【主な取組】 

⚫ 多様なスポーツプログラムの提供 

⚫ 中央公民館登録サークルへの活動の場の提供  
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施策③ スポーツ  ン の開催支援 

本島中部地区を代表する一大イベントである「おきなわマラソン」をはじめ、

関係団体が実施する各種スポーツイベントの開催を支援し、多くの市民が参加で

きるよう取り組みます。   
【主な取組】 

⚫ 関係団体が実施する各種スポーツイベントの開催支援   
 

施策④   フス ー に じた   くり支援 

市民が各世代で健康づくりの意識を持ち続け、取り組んでいくことができるよう、ヘ

ルシーおきなわシティ 21 に基づき各種取組を推進します。   
【主な取組】 

⚫ 37 運動の推進 

⚫ 健康講演会・運動相談の実施 

⚫ ウォーキング教室  
 

 
図表 26   別メタボリックシンドローム予備軍および該当者の割合 

出典：特定健診・特定保健指 事業・結果集計表、R２～４をもとに作成 
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  施策１－３ 高齢者のスポーツ推進 

一般的に働き盛りのビジネスパーソンや子育て世代のスポーツ実施が課題になるこ

とが多い中で、本市においては高齢者の実施率が比較的低いという特徴があります。 

高齢者は、病気や障がいなどによる健康の喪失などをきっかけとして、社会と

のつながりを失うと、生活範囲やこころの健康や身体機能までもが低下をきたし、

ドミノ倒しのようにフレイルが進行、重症化してしまいます。これらの予防とし

て、高齢者がいつまでも元気に生きがいを持って過ごしていくことができるよう、

生きがいスポーツ活動の推進を図ります。また、高齢者の体力維持や健康づくり

のサポートを行うなど、介護予防事業の推進を図ります。 

 

 
図表 27 年 別スポーツ実施率 再掲 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

施策① スポーツによる介護予防 

高齢者が要介護状態になることの予防や、要介護状態等の軽減・悪化を防止す

るため、「心身機能」「活動」「参加」を網羅した介護予防に関する知識の普及・啓

発や高齢者の自主的な介護予防に関する活動の育成・支援を実施します。   
【主な取組】 

⚫ 高齢者パワーアップ教室の開催 

⚫ 高齢者元気教室の開催 

⚫ 高齢者生きがいづくり支援事業の実施 

⚫ 高齢者地域交流支援事業の実施   
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施策② 高齢者のスポーツ機 の   

スポーツ推進委員や総合型地域スポーツクラブ等のスポーツ関係団体や高齢者

福祉団体と連携し、高齢者が日常的にスポーツに親しめるよう、無理なく実施で

きるスポーツプログラムの提供に取り組みます。 

また、高齢者がスポーツを気軽に楽しむことができるよう、高齢者向けスポー

ツ用具の整備及び無料貸出による活動支援を図ります。 

 

  
図表 28 高齢者17の実施種目 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

  
【主な取組】 

⚫ 関係団体との連携による高齢者のスポーツ機会の創出 

⚫ 高齢者向けスポーツ用具の購入、無料貸与の実施   
 

 

高齢者パワーアップ  の様  

  

 
17 50 歳代以上を集計。 
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  施策１－４ 障が 者のスポーツ推進 

国の調査によると、成人の障がい者の週１回以上のスポーツ実施率は 31.0％（令

和３年度）と、近年増加傾向にはあるものの、成人一般の実施率と比べると依然

として大きな隔たりがあります。また、若年層の障がい者の週１回以上のスポー

ツ実施率は、41.8％であることから、大人になって以降の継続的なスポーツ実施

が課題とされています。 

また、若年層においても、小中高等学校に在籍している障がい児の体育の授業

が見学にとどまることもあるなど、学校における障がい児のスポーツ環境は十分

でないケースも散見されます。 

 障がい者（児）を対象に福祉・スポーツそれぞれの専門家による各種スポーツ

教室を開催するほか、市内体育館の競技場にスポーツ用具などを設置し、障がい

者（児）が保護者と一緒にのびのびと身体を動かせる遊び場を提供します。 

 

施策① 障が 者（児）のスポーツ機 の   

沖縄県障がい者スポーツ協会等の関係機関・関係課と連携し、障がい者スポー

ツの普及を図ります。各種スポーツ教室等については、身体障がい者だけでなく、

知的障がい者や精神障がい者も参加しやすいよう、内容の充実と周知に努めます。 

スポーツ推進委員や総合型地域スポーツクラブ等のスポーツ関係団体や障がい

者福祉団体と連携し、障がい者向けのスポーツプログラム等の充実を図ります。   
【主な取組】 

⚫ 沖縄市スポーツレクリエーション教室開催等事業の推進 

⚫ 沖縄市障がい者福祉協会との連携による内容等の充実 

⚫ 関係団体との連携による障がい者のスポーツ機会の創出   
 

施策② 障が 者スポーツ用具の購  貸与による  支援 

障がいのある方がスポーツを楽しむことができるよう、誰でも気軽に楽しめる

障がい者向けスポーツ用具の整備及び無料貸し出しによる活動支援に取り組みま

す。   
【主な取組】 

⚫ 障がい者スポーツ向け用具の購入・無料貸与の実施   
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方針２ 誰もがア セスできるスポーツ    える 

  施策２－１ スポーツ   場の   

 沖縄市立総合運動場体育施設（コザ運動公園）の長寿命化に向け、引き続き計

画的な改修・更新を行う中で、施設サービスの充実を検討します。 

 その他、市民のニーズも高い公園等オープンスペースの有効活用や、学校開放

や民間ストック等も含めて地域の施設をフル活用し、スポーツの場づくりに取り

組みます。 

 また、単なる大枠としてのスポーツ環境確保のみならず、競技や利用者の偏り

がなく、ニーズの実態に即した提供ができるよう継続的な現状の把握及びその反

映に努めます。 

 さらに、施設機能の維持・向上やスポーツ備品の充実、ユニバーサルデザイン

18の実装等、市民が安心・安全に利用できるよう、施設環境の質的な充実に取り組

みます。その他、沖縄市立総合運動場体育施設（コザ運動公園）までのアクセス

性等も含めた利便性向上に向けた一体的な取組みを推進します。 

 

 
図表 29 市民の考える今後力を入れるべき取組（ 位 10 項目） 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

  

 
18 あらかじめ、障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々が利用しやすいよう都市や生活環

境をデザインする考え方。 
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施策① 沖縄市 総合運 場  施設（ ザ運 公園）の改修更新による機能の維    

本市におけるスポーツ活動の拠点である「沖縄市立総合運動場体育施設（コザ

運動公園）」の整備・充実を図ります。また、管理運営の効率化及びサービス向上

に向け、引き続き指定管理者制度の導入を継続します。 

野球場については、引き続きネーミングライツ19の運用により施設の管理・運営

に役立てます。また、沖縄市立総合運動場体育施設（コザ運動公園）の更なる活

用促進に向け、平日の遊休時間帯について有効活用方策の検討等を図ります。   
【主な取組】 

⚫ 沖縄市立総合運動場体育施設（コザ運動公園）の整備・充実 

⚫ 指定管理者制度やネーミングライツ制度の継続 

⚫ 遊休時間帯の有効活用方策等の検討  
 

施策② 公園の 用 進 

身近な公園において気軽に運動を楽しむことができるよう、リニューアル等に

合わせ、利用者ニーズを勘案しながら、園路の整備、ストレッチなどができる遊

戯施設の設置などの公園施設の整備に努めます。   
【主な取組】 

⚫ リニューアル等に合わせた公園施設の整備  
 

施策③ 学校  施設及    学校連携施設の 用 進 

市民が運動や、スポーツにより一層親しめるよう、学校体育施設の夜間開放を

実施し、施設の利用促進に取り組みます。  

地域･学校連携施設の開放により、スポーツサークルへの活動の場の提供や地域

のレクリエーション交流を地域と学校と調整をしながら促進を図っていきます。   
【主な取組】 

⚫ 学校体育施設の利用促進 

⚫ 地域・学校連携施設の利用促進  
 

施策④  ての市民が不自由 く利用できるスポーツ  の 現 

高齢者や障がい者等が沖縄市立総合運動場体育施設（コザ運動公園）を安心し

て利用できるよう、障がい者向けスポーツ用具（ニュースポーツ用具）の整備及

び無料貸出による活動支援を推進するとともに、施設の改修タイミングに合わせ

たユニバーサルデザインの導入やバリアフリー化を検討します。 

また「スポーツ推進マイクロバス」の周知及び利用促進を図り、交通弱者の方

でもスポーツ環境に足を運べるしくみを維持します。   
【主な取組】 

⚫ 沖縄市立総合運動場体育施設（コザ運動公園）のユニバーサルデザインの導入や

バリアフリー化の検討 

⚫ スポーツ推進マイクロバスの周知及び利用促進    
 

19 公共施設の名前を付与する命名権と、付帯する諸権利のこと。 
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  施策 2－2 スポーツ 支える 材 団 の      

総合型地域スポーツクラブが地域に根ざしたクラブとして末永く発展していく

ことができるよう、市民への周知及び参加促進を図ります。 

また、スポーツ推進委員や沖縄市スポーツ協会等、生涯スポーツや競技スポー

ツを支える人材・団体の育成を図るとともに、指導者やスポーツボランティアの

育成に努めます。 

 

施策① 総合型  スポーツ  ブ の支援 

総合型地域スポーツクラブへの参加促進を図るため、市ホームページや広報誌

等で市内の総合型地域スポーツクラブの設置目的や活動内容の紹介を行うなど、

各種情報媒体を用いて市民への周知を図ります。   
【主な取組】 

⚫ 市内で活動を行う総合型地域スポーツクラブの周知  
 

施策② スポーツ推進委員の 用 進 

スポーツ推進委員の確保に努めるとともに、スポーツ関連各種行事の企画立案

やニュースポーツの紹介・実技指導等の充実に向け、中頭地区や県の研修会等へ

のスポーツ推進委員の参加促進を行い、資質向上に努めます。 

また、スポーツ推進委員の認知度を高め、地域のスポーツ推進を担うリーダー

として活躍してもらうため、各種情報媒体を活用した広報活動や、市主催のスポー

ツ教室・イベントの開催等を通し、スポーツ推進委員の周知を図るとともに、地

域・学校等各団体主催の教室等への派遣機会の充実に努めます。   
【主な取組】 

⚫ スポーツ推進委員の確保、資質向上 

⚫ 県や中頭地区等の研修会への参加促進 

⚫ スポーツ推進委員の周知、派遣機会の充実  
 

施策③ 沖縄市スポーツ協  の支援 

各種スポーツの普及や底辺の拡大、競技力の向上、インテグリティの向上、こ

れらを指導できる人材育成の役割を果たし、市内の種目別競技団体を統括する沖縄市

スポーツ協会の各種活動を支援します。   
【主な取組】 

⚫ 沖縄市スポーツ協会の活動支援  
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施策④ スポーツボ ン  アの   

沖縄市スポーツコミッションと連携し、スポーツイベント等の多様な活動機会

の創出に取り組み、スポーツボランティアへの参加意欲を高めるとともに、研修

会・講演会を実施することで、スポーツボランティアの資質の向上を図ります。 

 

 
図表 30 スポーツボランティア参画率 再掲 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

   
【主な取組】 

⚫ スポーツボランティアに対する研修会・講演会の開催支援 

⚫ スポーツボランティアの活動機会の創出  
 

スポーツボ ン  アとは  
スポーツボランティアは、「地域におけるスポーツクラブやスポーツ団体において、

報酬を目的としないで、クラブ・団体の運営や指導活動を日常的に支えたり、また、

国際競技大会や地域スポーツ大会などにおいて、専門的能力や時間などを進んで提供

し、大会の運営を支える人のこと」を指します。 

試合や競技に挑戦する選手を支えるトレーナー、コーチ、審判員、スタッフ等の技

術的支援に関するボランティアを始め、保護者による子どもたちの相乗り送迎等、日

常的な地域スポーツ活動を支える行為もその範疇にあると言えます。 

 

 

スポーツボランティアの様     

8.3 

 ランティア
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  施策 2－3 情報 信の強  

市民が自主的に継続性を持ってスポーツを実践していくことができるよう、ス

ポーツのもたらす効果や健康との関係等の情報発信や、新しいスポーツ・気軽に

できるスポーツなどの情報提供を図ります。 

 

 
図表 31  段スポーツ情報を得る媒体（ 位５項目） 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

 
図表 32 スポーツに関する情報として求める内 （ 位５項目） 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

施策① 多様 媒 の 用によるスポーツ情報の提供 

市ホームページや SNS 等の多様な媒体を活用し、いつでも必要な情報にアクセ

スできる環境をつくるとともに、タイムリーなスポーツイベントのお知らせを行

い、市民の参加を呼び掛けます。 

また、スポーツの楽しみ方や効能等、市民のスポーツに関する意識改革のきっ

かけとなるような情報を発信します。   
【主な取組】 

⚫ 多様な媒体を活用した情報発信の充実 

⚫ SNS やホームページ等でのスポーツに関する情報の周知  
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方針３ スポーツであつ りともに    つ がり   する 

  施策３－１ スポーツ 通じた多様   の   

様々な立場・背景・特性を有した人・組織があつまり、つながりを感じてスポー

ツを行えるよう、障がい者と一般の方、子どもと高齢者、本市と兄弟・姉妹都市

間での子どもの交流等、多様な交流機会を創出し、スポーツを通じた地域・人々

のつながりを強めます。 

 

施策① 誰でも  めるスポーツの普及  進 

年齢や障がいの有無等にかかわらず誰でも楽しめるスポーツの普及・促進を図

り、障がいのある人もない人もスポーツを通じて触れ合うことで、相互理解の促

進を図ります。また、全国規模の障がい者スポーツ大会を誘致し、障がい者スポー

ツの魅力を広く啓発します。 

 

 
図表 33 障がい者スポーツの関 経験 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

 

 
図表 34 障がい者スポーツ の関 経験 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

   
【主な取組】 

⚫ ニュースポーツの普及・促進 

⚫ 全国規模の障がい者スポーツ大会の誘致  
  

障が 者スポーツの
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施策② プロスポーツチーム等との連携による 援機運の醸  

市民のプロスポーツへの期待として“夢や希望、元気”等前向きな感情を与えて

もらうことが多く挙がっていることから、本市をホームタウン、サブホームタウ

ンとするプロスポーツチーム等と連携し、市民が愛着を持てるような取組を行い、

応援機運の醸成や市内外からの観戦者拡大を図ります。 

 

 
図表 35 プロスポーツに期待すること（ 位５項目） 再掲 

出典：沖縄市のスポーツ推進に関する市民アンケート調査、R5 

  
【主な取組】 

⚫ プロスポーツチーム等の活動支援・応援機運の醸成  
 

 
パブリック  ーイン の様  

 

施策③ 国内    でのスポーツ  の推進 

兄弟都市・姉妹都市とのスポーツ交流事業の展開を検討します。 

兄弟都市である豊中市とは、民間サッカー交流を引き続き促進します。   
【主な取組】 

⚫ 兄弟・姉妹都市とのスポーツ交流事業の検討 

⚫ 豊中市との民間サッカー交流の促進  
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  施策３－２ スポーツ      による    の    

 本市は恵まれた気候や充実した体育施設等の集積を生かし、スポーツ合宿や大

会を積極的に受け入れており、広島東洋カープの春季キャンプや本市をホームタ

ウンとする FC 琉球・琉球ゴールデンキングス、サブホームタウンとするパナソ

ニックパンサーズの公式戦など、県内外から多くの観戦者や参加者が本市を来訪

しています。 

今後も積極的な合宿・大会誘致やスポーツツーリズムの推進に取り組むとともに、

若い世代を中心に人気の高まりを見せるアーバンスポーツやモータースポーツの振

興、東部海浜開発事業を推進し、スポーツを通じた交流人口の拡大による地域の賑

わいの創出や地域内での消費行動につなげ、地域経済の活性化を図ります。 

 

施策① スポーツ ン ンションの推進 

沖縄市スポーツコミッション等の関係団体との連携により、沖縄市立総合運動

場体育施設（コザ運動公園）および沖縄県総合運動公園内の各種施設を活用し、

スポーツ合宿や国際大会等の誘致・受入に取り組むとともに、東京 2020 オリン

ピックで注目された「アーバンスポーツ」が持つ魅力を活かした取組を進めるた

め、「（仮称）アーバンスポーツパーク」の整備について検討します。 

2034 年に沖縄県内で開催予定の国民スポーツ大会に向けて、県の動向を踏ま

え、本市内での競技別の大会受入に向けた準備・検討を行います。   
【主な取組】 

⚫ スポーツ合宿誘致活動の推進 

⚫ 九州規模・全国規模等のスポーツ大会の誘致 

⚫ プロスポーツチーム等の活動支援や応援機運の醸成 

⚫ （仮称）アーバンスポーツパークの整備検討 

⚫ 国民スポーツ大会及び全国障がい者スポーツ大会に向けた準備・検討   
 

施策② スポーツツー ズムの推進 

スポーツと地域の魅力を掛け合わせたツーリズムを推進し、交流人口の拡大促

進や地域経済の活性化を図ります。 

本市ではホームタウンおよびサブホームタウンのプロスポーツチームによるホー

ムゲームをはじめ、プロ野球やサッカーのキャンプも開催されていることから、

アウェイツーリズム等の誘客促進に取り組みます。   
【主な取組】 

⚫ アウェイツーリズムの推進  
  



 

47 

施策③ 沖縄ア ー の 用 進 

Ｂリーグを中心としたプロスポーツ興行をはじめ、沖縄アリーナカップ等が開

催される沖縄アリーナのさらなる活用促進を図り、スポーツによる交流人口の拡

大に取り組みます。   
【主な取組】 

⚫ 沖縄アリーナにおけるスポーツイベント開催の促進  
 

 

沖縄アリーナ 

©琉  ールデン ン ス 

 

策④ モー ースポーツの   

（仮称）沖縄サーキットの整備に向け、モータースポーツマルチフィールド沖

縄の活用促進を図るとともに、オキナワモーターショーを開催するなど、モーター

スポーツのさらなる振興に取り組みます。   
【主な取組】 

⚫ モータースポーツマルチフィールド沖縄の活用促進 

⚫ オキナワモーターショーの開催  
 

施策⑤ 東部海浜開   の推進 

地域経済の活性化に資するため、従来のスポーツ施設の在り方にとらわれない

新たなスポーツコンベンション拠点を有するビーチフロント観光地の創出に向け、

各種取組を検討します。   
【主な取組】 

⚫ マリンレジャーやビーチスポーツ等、ビーチの活用 

⚫ 多目的広場における、収益性のある民間活力導入の検討  
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  施策３－３ スポーツの    

 国では、「スポーツ」と AI20や IoT21等の「テクノロジー」を融合・活用するこ

とで、スポーツが持つ新たな価値を創造し、スポーツビジネス機会の創造・拡大

や社会課題の解決につながる可能性は大きいとしています。 

 新しいテクノロジーや機器によってスポーツの垣根が下がったり、スポーツを

楽しく継続できたりするなど、デジタル技術の活用による新たなスポーツの有用

性について検討を進めるほか、観光や情報、医科学等多様な産業との連携を図る

とともに、プロスポーツチーム等との協働によるスポーツにおける新たな商品・

サービスの創出、スポーツの裾野の拡大を目指します。 

 

施策① スポーツ関連       す    くり 

スポーツ関連産業の集積や関連団体との連携によるビジネスマッチングの推進

に取り組みます。   
【主な取組】 

⚫ 沖縄市立総合運動場体育施設（コザ運動公園）および周辺地域と連携したスポー

ツ関連産業の集積 

⚫ ビジネスマッチングの推進  
 

施策② デ    術の 用 ｅスポーツ22等新た スポーツ  との連携 

デジタル技術の活用による新たなスポーツの有用性について検討を進めるほか、

ｅスポーツ等の新たなスポーツ産業との連携を図ります。   
【主な取組】 

⚫ デジタル技術の活用の検討 

⚫ ｅスポーツ等の新たな産業との連携  
 

施策③ プロスポーツチーム等との連携による新た 商品 サービスの   

本市で活動するプロスポーツチームや地域企業等との連携による新たな商品・

サービスの創出に取り組みます。   
【主な取組】 

⚫ プロスポーツチーム等の関連グッズ等の開発  
  

 
20 人工知能（ちのう）（Artificial Intelligence（アーティフィシャル インテリジェンス））の略称（りゃく

しょう）。人間が知能によって遂行している問題解決や意思決定といった能力を、コンピューターをはじめ

とする機械を用いて模倣および再現するもの。習 
21 IoT（Internet of Things）とは「モノのインターネット」を意味し、家電製品・車・建物など、さまざま

な「モノ」をインターネットと繋ぐ技術のこと。 
22 「エレクトロニック・スポーツ」の略で、広義には，電子機器を用いて行う娯楽、競技、スポーツ全般を

指す言葉であり、コンピューターゲーム、ビデオゲームを使った対戦をスポーツ競技として捉える際の名

称。 
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Chapter５ 計画の推進にあたって 
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02 推進   
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01    指標  

(1)   指標  標値 

本計画における目指す姿の達成度合いを図る成果指標として、以下の３つを定

めます。 

 

基本目標 成果指標 現状値  目標値（R10） 

１ つくる/はぐくむ スポーツ実施  3 .3  ▶ 70  

２ 
誰もが 

アクセスできる 

市スポーツ施設利用者数 

（学校開放含む） 
456 768 人 ▶  2  000 人 

３ 
あつまり 

ともにつながる 

市内の主要ホテル 

延べ宿泊数 
1 5 6 0 人 ▶ 388 000 人 

図表 36 成果指標・目標  

 

(2)   指標の考え方 

① スポーツ 施率 

市民意識調査により、週 1 回以上スポーツを行う市民の割合を把握します。 

 

② 市スポーツ施設利用者数（学校開放含む） 

市立スポーツ施設の利用者数を実績報告により集計します。 

 

③ 市内の主要ホ  延べ宿泊数 

市内の主要ホテル延べ宿泊者数を集計します。 
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02  推進   

本計画における各種施策の推進にあたっては、以下の体制で取り組みます。 

 

(1) 他 野との横断  取組  

計画を着実に推進するため、市観光スポーツ振興課を中心に、庁内における教

育、福祉、保健などの他分野との連携を図ります。 

 

(2) 国 県との 合  

国や県の動向・方向性を確認しながら計画の推進に取り組みます。 

 

(3) 関係団 との連携 

総合型地域スポーツクラブやスポーツ推進委員協議会、スポーツ協会、スポー

ツ少年団、体育施設指定管理者などの関係団体をはじめ、多様な連携を図ります。 
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03  庁内推進   

方針１ 状況に じた柔軟 スポーツ機  つくり はぐくむ 

  施策１－１ 子 ものスポーツ推進 

 体施策 主な取組 担当課 

① 親 で楽しめるス

ポーツイベントの

開催 び支援の

実施 

親 スポーツの  の開催 観 スポーツ振興課 

沖縄市スポーツデイの開催 観 スポーツ振興課 

カローリン  会の開催 観 スポーツ振興課 

生涯 習フェスティバルでレクリエーション協
会と連携したスポレク体験コーナーの実施 

生涯 習課 

各社会 育団体の運動会・スポレク 会
等の支援 

生涯 習課 

親  れあい体験活動助成事業を活用し
た地域住民のスポレク活動支援 

生涯 習課 

②   体育の推進 体育・保健に関する指  指 課 

③ 生徒のスポーツ環

境の確保・維持 

   活動の地域移行推進方策の検討 
指 課／生涯 習課
／観 スポーツ振興課 

移行期間中における 活動継続方策の
検討 

指 課 

④ 食育の推進 

授業や講 、資料展示等による給食指 
の実施 

給食センター 

食育に関する出前講座の実施 給食センター 

⑤  童のスポーツ環

境の確保・維持 

 童センターにおけるスポーツ指 環境の
充実および夜間開 の実施 

こども 庭課 

スポーツやダンス  等の充実 青少年センター 

⑥  童生徒の競技

力向 に向けた

支援の実施 

各種 会県外等派遣費補助金の周知 
び充実 

観 スポーツ振興課 

沖縄市スポーツ少年団本 の活動支援 観 スポーツ振興課 

沖縄県軟式  連盟中  支  童
 沖縄ブロックの活動支援 

観 スポーツ振興課 

沖縄市長杯高等  バスケットボールおき
なわカップの開催支援 

観 スポーツ振興課 
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  施策１－２ 働く世代 子 て世代のスポーツ推進 

 体施策 主な取組 担当課 

① 気 に参加できる

スポーツ  およ

びスポーツイベン

ト等の開催 

 ンラインや出前講座によるスポーツ  の
開催 

観 スポーツ振興課 

沖縄市スポーツデイの開催 観 スポーツ振興課 

カローリン  会の開催 観 スポーツ振興課 

健康づくりに資する運動に関する中央公民
館講座の開催 

中央公民館 

② 多様なスポーツプ

ロ ラムの   

びスポーツ ーク

ルの活動支援 

多様なスポーツプロ ラムの   観 スポーツ振興課 

中央公民館登録 ークル の活動の場の
   

中央公民館 

③ スポーツイベントの

開催支援 

関係団体が実施する各種スポーツイベント
の開催支援 

観 スポーツ振興課 

④ ライフステージに応

じた健康づくり支

援 

37 運動の推進 市民健康課 

健康講演会・運動相談の実施 市民健康課 

 ォー ン    市民健康課 

 

  施策１－３ 高齢者のスポーツ推進 

 体施策 主な取組 担当課 

① スポーツによる介

護予防 

高齢者パワーアップ  の開催 介護保険課 

高齢者 気  の開催 介護保険課 

高齢者生きがいづくり支援事業の実施 介護保険課 

高齢者地域交流支援事業の実施 介護保険課 

② 高齢者のスポーツ

 会の創出 

関係団体との連携による高齢者のスポーツ
 会の創出 

観 スポーツ振興課 

高齢者向けスポーツ用 の購入、無料貸
 の実施 

観 スポーツ振興課 
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  施策１－４ 障が 者のスポーツ推進 

 体施策 主な取組 担当課 

① 障がい者（ ）

のスポーツ 会の

創出 

沖縄市スポーツレクリエーション  開催
等事業の推進 

障がい福祉課 

沖縄市障がい者福祉協会との連携による
内 等の充実 

障がい福祉課 

関係団体との連携による障がい者のスポー
ツ 会の創出 

観 スポーツ振興課 

② 障がい者スポーツ

用 の購入・貸

 による活動支

援 

障がい者スポーツ向け用 の購入・無料
貸 の実施 

観 スポーツ振興課 

 

 

方針２ 誰もがア セスできるスポーツ    える 

  施策２－１ スポーツ   場の   

 体施策 主な取組 担当課 

① 沖縄市立総合運

動場体育施 

（ コ ザ 運 動 公

 ）の改修更新

による 能の維

持向  

沖縄市立総合運動場（コザ運動公 ）
の整備・充実 

観 スポーツ振興課 

指定管理者制 や ーミン ライツ制 の
継続 

観 スポーツ振興課 

遊休 間帯の有効活用方策等の検討 観 スポーツ振興課 

② 公 の活用促進 リ  ーアル等に合わせた公 施 の整備 公 みどり課 

③   体育施  

び地域・  連

携施 の活用促

進 

  体育施 の利用促進 観 スポーツ振興課 

地域・  連携施 の利用促進 生涯 習課 

④ 全ての市民が 

自由なく利用でき

るスポーツ環境の

実現 

沖縄市立総合運動場体育施 （コザ運
動公 ）のユ バー ルデザインの 入や
バリアフリー化の検討 

観 スポーツ振興課 

スポーツ推進 イクロバスの周知 び利用
促進 

観 スポーツ振興課 
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  施策 2－2 スポーツ 支える 材 団 の      

 体施策 主な取組 担当課 

①  総合型地域ス

ポーツクラブ の

支援 

市内で活動を行う総合型地域スポーツクラ
ブの周知 

観 スポーツ振興課 

②  スポーツ推進委

員の活用促進 

スポーツ推進委員の確保、資質向  観 スポーツ振興課 

県や中頭地区等の研修会 の参加促進 観 スポーツ振興課 

スポーツ推進委員の周知、派遣 会の充
実 

観 スポーツ振興課 

③  沖縄市スポーツ

協会 の支援 
沖縄市スポーツ協会の活動支援 観 スポーツ振興課 

④ スポーツボランティ

アの育成 

スポーツボランティアに対する研修会・講演
会の開催支援 

観 スポーツ振興課 

スポーツボランティアの活動 会の創出 観 スポーツ振興課 

 

  施策２－３ 情報 信の強  

 体施策 主な取組 担当課 

① 多様な媒体の活

用によるスポーツ

情報の   

多様な媒体を活用した情報発信の充実 観 スポーツ振興課 

SNS やホームページ等でのスポーツに関す
る情報の周知 

観 スポーツ振興課 
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方針３ スポーツであつ りともに   つ がり   する 

  施策３－１ スポーツ 通じた多様   の   

 体施策 主な取組 担当課 

① 誰でも楽しめるス

ポーツの  ・促

進 

  ースポーツの  ・促進 観 スポーツ振興課 

全国規模の障がい者スポーツ 会の誘致 観 スポーツ振興課 

② プロスポーツ ーム

等との連携による

応援 運の醸成 

プロスポーツ ーム等の活動支援・応援 
運の醸成 

観 スポーツ振興課 

③ 国内交流事業で

のスポーツ交流の

推進 

兄弟・姉妹都市とのスポーツ交流事業の
検討 

文化芸能課／ 

観 スポーツ振興課 

豊中市との民間 ッカー交流の促進 文化芸能課 
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  施策３－２ スポーツ      による    の    

 体施策 主な取組 担当課 

①  スポーツコンベン

ションの推進 

スポーツ合宿誘致活動の推進 観 スポーツ振興課 

九州規模・全国規模等のスポーツ 会の
誘致 

観 スポーツ振興課 

プロスポーツ ーム等の活動支援や応援 
運の醸成 

観 スポーツ振興課 

（仮称）アーバンスポーツパークの整備検
討 

観 スポーツ振興課 

国民スポーツ 会 び全国障がい者ス
ポーツ 会に向けた準備・検討 

観 スポーツ振興課 

② スポーツツーリズム

の推進 
ア ェイツーリズムの推進 観 スポーツ振興課 

③ 沖縄アリーナの活

用促進 

沖縄アリーナにおけるスポーツイベント開催
の促進 

プロジェクト推進  

④ モータースポーツの

振興 

モータースポーツ ル フィールド沖縄の活
用促進 

プロジェクト推進  

  ナワモーターショーの開催 プロジェクト推進  

⑤   海浜開発事

業の推進 

 リンレジャーや ー スポーツ等、 ー の
活用 

計画調整課 

多目的広場における、収益性のある民間
活力 入の検討 

計画調整課 

 

  施策３－３ スポーツの    

 体施策 主な取組 担当課 

①  スポーツ関連事

業を創出しやす

い環境づくり 

沖縄市立総合運動場体育施 （コザ運
動公 ）および周辺地域と連携したス
ポーツ関連産業の集積 

企業誘致課 

 ジ ス ッ ン の推進 企業誘致課 

② デジタル技術の活

用やｅスポーツ

等新たなスポーツ

産業との連携 

デジタル技術の活用の検討 観 スポーツ振興課 

ｅスポーツ等の新たな産業との連携 観 スポーツ振興課 

③ プロスポーツ ーム

等との連携による

新たな商品・ ー

 スの創出 

プロスポーツ ーム等の関連 ッズ等の開
発 

観 スポーツ振興課 
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04  進 管  

 本計画の推進にあたっては、取組み単位での施策進捗等“アウトプット”に関す

る数値や、成果指標の達成度合い等“アウトカム”に関する数値を定期的に計測し、

年に１回以上、スポーツ推進審議会において計画の評価・検討を行いながら、PDCA

サイクル23を繰り返すことにより、取組みを継続的に改善していきます。  

また、スポーツを巡る最新の動向を把握するとともに、関係団体や庁内関係部

局と調整をしながら取り組みます。 

 

  

 
23 Plan（計画）、Do（実行）、Check（測定・評価）、Action（対策・改善）の仮説・検証型プロセスを循環

させ、マネジメントの品質を高めようという概念。 
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01 策定の 過 

02 スポーツ推進審議  

03 スポーツ ン ンションシ  宣言 

04 沖縄市のスポーツ推進に関する市民
アンケー 調査 
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01  策定の 過  

本計画の策定にあたり、庁内での検討、沖縄市スポーツ推進審議会における審

議、市民、競技団体へのアンケート、計画案に関するパブリックコメントによる

意見募集などを実施しました。 

 

年月日 内容 

  ５年９月１４  

～１０月４  
市民アンケート調査 

  ５年１０月１０  

～１０月２０  
関係団体ヒアリン 調査 

  ５年１１月３０  第１ 沖縄市スポーツ推進 議会 

  ５年１２月２６  第１ 沖縄市スポーツ推進計画策定委員会 

  ６年１月９  沖縄市 育委員会会議 

  ６年１月１６  第２ 沖縄市スポーツ推進計画策定委員会 

  ６年１月２５  第２ 沖縄市スポーツ推進 議会 

  ６年２月５  第３ 沖縄市スポーツ推進 議会 

  ６年２月１３  第３ 沖縄市スポーツ推進計画策定委員会 

  ６年２月２０  

～３月２１  
計画 に関するパブリックコメントによる意見募集 

  ６年３月２６  第４ 沖縄市スポーツ推進計画策定委員会   
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02  スポーツ推進審議  

(1) 委員名簿 

 （  ６年３月現 ） 

委 員 名 所 属 

◎慶田花  英太 沖縄国    准 授 

○稲 嶺  啓   沖縄市スポーツ協会 会長 

親 川  修 バリアフリー ットワーク会議 理事長 

安 永  淳   沖縄バスケットボール（株） 取締役 

與那覇  直樹 沖縄県レクリエーション協会 理事長 

照 屋  孝 沖縄市スポーツ推進委員会 会長 

島 袋  隆 沖縄市観 物産振興協会 会長 

島 田  毅 沖縄市  会 会長 

宮 城  哲 郎  ン スカス沖縄  表 

比 嘉  健   沖縄市スポーツ少年団 本 長 

◎…会長 

○…副会長 
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(2) 審議 過 

年月日 会議名 審議内容 

  ５年 

１１月３０  

第１  

沖縄市 

スポーツ推進 議会 

＜議事＞ 

⚫ 委嘱状交付式 

⚫ 第２期沖縄市スポーツ推進計画について 

⚫ 事 連絡 

＜議題＞ 

⚫ 計画策定主旨について 

⚫ 市民アンケート結果について 

⚫ 関係団体ヒアリン 結果について 

  ６年 

１月２５  

第２  

沖縄市 

スポーツ推進 議会 

＜議事＞ 

⚫ 開会 

⚫ 第２期沖縄市スポーツ推進計画について 

⚫ 事 連絡 

＜議題＞ 

⚫ 計画書素 について 

  ６年 

２月５  

第３  

沖縄市 

スポーツ推進 議会 

＜議事＞ 

⚫ 開会 

⚫ 第２期沖縄市スポーツ推進計画について 

⚫ 質疑応答 

⚫ 事 連絡 

＜議題＞ 

⚫ 計画書素 について 

⚫ 答申 について 
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(3) スポーツ推進審議 に関する条  
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03  スポーツ ン ンションシ  宣言  
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04  沖縄市のスポーツ推進に関する市民

アンケー 調査  

(1) 調査の  と 施概要 

① 調査の   

令和６（2024）年度から５年間のスポーツ推進の指針となる「第 2 期沖縄市ス

ポーツ推進計画の策定に向け、市民のスポーツ活動に関するニーズや実態を把握

するとともに、市のスポーツ振興事業を推進していくための基礎資料とすべく、

日頃取り組まれているスポーツ活動の現状や、スポーツについての意見・ニーズ

などを伺うアンケート調査を実施した。 

 

② 調査対象 

沖縄市内在住の 16 歳以上の市民のうち、4,000 人を無作為抽出した。 

 

③ 調査方法 

郵送による調査票の配布・回収を行った。 

 

④ 調査期間 

令和５年９月 14 日～令和５年 10 月４日 

 

⑤ 回収結  

回収数：781 件（回収率 19.5％） 
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(2) 調査結  

属  

①  別（n=781） 

回答者の性別割合は、「男性」が 43.9％、「女性」が 55.6％、「その他」が 0.1％

であった。 

  
② 年代（n=781） 

回答者の年代割合は、「50 歳代」が最も多く 25.0％、続いて「40 歳代」が 19.1％、

「60 歳代」が 17.0％となっており、幅広い年代から回答を得ることができた。 

  
③ 居住  （n=781） 

回答者のお住まいは、「東部」が 34.6％、「中部」が 25.1％、「西部」が 21.4％、

「北部」が 15.0％となった。 

    

43.9% 55.6%
0.1%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 無回答

2.6%

7.0%
13.8% 19.1% 25.0% 17.0%

15.1%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 無回答

15.0% 25.1% 21.4% 34.6%
2.8%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北部 中部 西部 東部 その他 無回答
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④ 職 （n=781） 

回答者の職業は、「会社・商店・工場・役場などの務め」が最も多く 38.8％、

続いて「無職」が 15.9％、「パート・アルバイト」が 15.7％となった。 

  
⑤ 同居 族（n=781） 

回答者の同居家族は、「配偶者（パートナー）」が最も多く 61.7％、続いて「子

ども」が 46.4％、「父親・母親」が 16.6％となった。 

 
 

  

11.1%

38.8%

15.7%

3.2%

9.9%

15.9%

7.8%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自営・家族従業

会社・商店・工場・役場などの勤め

パート・アルバイト

学生

家事専業

無職

その他

無回答

61.7%

16.6%

1.0%

46.4%

2.4%

8.6%

12.5%

2.6%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者（パートナー）

父親・母親

祖父母

子ども

孫・ひ孫

兄弟姉妹

ひとり暮らし

その他

無回答
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      につ て 

①  別ごとの      につ て 

健康自認について、全体の 81.3％が「健康である」または「どちらかといえば

健康である」と回答しており、性別ごとの回答も同程度の割合となった。 

体力自認について、「どちらかといえば体力に自信がない」または「体力に不安

がある」と回答した方が 52.4％と全体の半数以上を占めた。性別ごとに見ると、

女性が「どちらかといえば体力に自信がない」または「体力に不安がある」と回

答した方が多かった。 

運動不足自認について、全体の 80.5％が運動不足を「大いに感じる」または「あ

る程度感じる」と回答しており、性別ごとの回答も同程度の割合となった。 

 

■健康自認 

 

 

■体力自認 

 

 

■運動不足 

 

31.8%

35.9%

100.0%

34.1%

48.7%

46.3%

47.2%

14.6%

12.2%

13.2%

3.2%

3.7%

3.6%

1.7%

1.6%

1.7%

0.2%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=343)

女性(n=434)

その他(n=1)

全体(n=781)

健康である どちらかといえば健康である どちらかといえば健康でない

健康でない わからない 無回答

10.8%

4.6%

0.0%

7.3%

44.6%

34.6%

100.0%

38.9%

31.5%

39.9%

36.1%

12.0%

19.6%

16.3%

1.2%

1.2%

1.2%

0.2%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=343)

女性(n=434)

その他(n=1)

全体(n=781)

体力に自信がある どちらかといえば体力に自信がある
どちらかといえば体力に自信がない 体力に不安がある
わからない 無回答

31.5%

41.0%

36.7%

46.1%

42.4%

43.8%

16.6%

11.3%

100.0%

13.7%

5.8%

4.4%

5.1%

0.5%

0.3%

0.5%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=343)

女性(n=434)

その他(n=1)

全体(n=781)

大いに感じる ある程度感じる あまり感じない

ほとんど（全く）感じない わからない 無回答
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② 年代別の      につ て 

健康自認について、全体の 81.3％が「健康である」または「どちらかといえば

健康である」と回答した。一方、年代が上がるにつれ「（どちらかといえば）健康

である」と答える割合は低下しており、10 歳代では 95.0％あったのに対し、70

歳代では 72.1％となった。 

体力自認について、「どちらかといえば体力に自信がない」または「体力に不安

がある」と回答した方が 52.4％と全体の半数以上を占めた。年代別では、10 歳

代（65.0％）と 60 歳代（60.2％）において、「どちらかといえば体力に自信がな

い」または「体力に不安がある」と回答した方が他の年代に比べて多かった。 

運動不足自認について、全体の 80.5％が運動不足を「大いに感じる」または「あ

る程度感じる」と回答した。年代別では、10 歳代（70.0％）と 70 歳代（70.3％）

において、運動不足を「大いに感じる」「ある程度感じる」と回答した方が他の年

代に比べて少なかった。 

 

■健康自認 

 

 

  

65.0%

50.9%

43.5%

36.2%

32.3%

24.1%

24.6%

34.1%

30.0%

40.0%

43.5%

49.0%

48.7%

52.6%

47.5%

47.2%

5.0%

7.3%

9.3%

11.4%

10.8%

15.8%

22.9%

13.2%

1.9%

2.0%

5.1%

6.0%

4.2%

3.6%

1.8%

1.9%

1.3%

2.6%

1.5%

0.8%

1.7%

0.5%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代(n= 20)

20歳代(n= 55)

30歳代(n=108)

40歳代(n=149)

50歳代(n=195)

60歳代(n=133)

70歳代(n=118)

全体(n=781)

健康である どちらかといえば健康である どちらかといえば健康でない

健康でない わからない 無回答
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■体力自認 

 

 

■運動不足自認 

 

 

  

10.0%

14.5%

9.3%

6.7%

6.7%

6.0%

5.1%

7.3%

20.0%

30.9%

34.3%

46.3%

43.1%

33.1%

41.5%

38.9%

50.0%

34.5%

44.4%

34.9%

33.3%

37.6%

31.4%

36.1%

15.0%

18.2%

11.1%

11.4%

14.9%

22.6%

21.2%

16.3%

5.0%

1.8%

0.9%

0.7%

2.1%

0.8%

1.2%

0.8%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代(n= 20)

20歳代(n= 55)

30歳代(n=108)

40歳代(n=149)

50歳代(n=195)

60歳代(n=133)

70歳代(n=118)

全体(n=781)

体力に自信がある どちらかといえば体力に自信がある

どちらかといえば体力に自信がない 体力に不安がある

わからない 無回答

40.0%

32.7%

44.4%

34.9%

38.5%

38.3%

28.8%

36.7%

30.0%

43.6%

42.6%

50.3%

43.6%

42.1%

41.5%

43.8%

20.0%

14.5%

11.1%

10.1%

12.3%

14.3%

21.2%

13.7%

10.0%

7.3%

0.9%

4.7%

5.1%

5.3%

7.6%

5.1%

1.8%

0.9%

0.3%

0.5%

0.8%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代(n= 20)

20歳代(n= 55)

30歳代(n=108)

40歳代(n=149)

50歳代(n=195)

60歳代(n=133)

70歳代(n=118)

全体(n=781)

大いに感じる ある程度感じる あまり感じない

ほとんど（全く）感じない わからない 無回答
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スポーツ する とにつ て 

①  の１年間に った運  スポーツ（n=781） 

１年間に行った運動やスポーツは、「ウォーキング、散歩」が最も多く、62.0％

を占めた。続いて、「体操」が 43.1％、「室内運動器具を使ってする運動」が 16.9％

となった。一方、「運動やスポーツを行っていない」が 9.9％、「わからない」が

1.7％、無回答が 2.6％であった。これらを除いた 85.1％が本市の１年間のスポー

ツ実施割合である。 

 

  

62.0%

43.1%

16.9%

14.9%

12.0%

11.5%

11.1%

9.7%

8.7%

7.2%

7.0%

6.7%

5.4%

4.1%

3.7%

3.6%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

3.2%

2.9%

2.4%

2.3%

1.8%

1.5%

1.4%

1.3%

1.2%

1.2%

1.2%

0.9%

0.5%

0.5%

0.3%

0.3%

0.1%

0.1%

0.1%

0.1%

9.9%

1.7%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

ウオーキング、散歩など

体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチなど）

室内運動器具を使ってする運動

軽い球技（キャッチボール、卓球など）

ランニング（ジョギング）

ゴルフ

ボウリング

海水浴（遊泳）

釣り

軽い水泳（水中歩行 ・水中運動を含む）

キャンプ、オートキャンプ

サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ

ゴルフ型スポーツ（ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌなど）

比較的手軽にできるスポーツ・運動・身体活動

野球

サッカー（ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｻｯｶｰを含む）、フットサル

ダンス（フォークダンス、ジャズダンスなど）

ボート、スキンダイビング、サーフィンなど

趣味等を活かしたスポーツ・運動・身体活動

バスケットボール（車いすﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙを含む）

登山、クライミング、ボルダリング

マラソン、トレイルランニング

ハイキング、ワンダーフォーゲルなど

バレーボール（シッティングバレーボールを含む）

スケート、ローラースケート、スケートボード

テニス（車いすテニスを含む）、ソフトテニス

柔道、剣道、空手、相撲、合気道など武道

卓球（サウンドテーブルテニスを含む）

スキー、スノーボード

ソフトボール

その他の球技スポーツ

その他の競技的スポーツ

ボッチャ

ボクシング、レスリングなど格闘技

陸上競技

弓道、アーチェリー

スポーツ吹矢、ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸなどのニュースポーツ

ハンググライダー、パラグライダー、スカイダイビング

水泳競技

ラグビー（タグラグビー、車いすラグビーを含む）

運動やスポーツは行っていない

わからない

無回答
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② 運  スポーツ  施 た形式（n=781） 

１年間になんらかの運動やスポーツを行った回答者のうち、運動・スポーツを

実施した形式は、「個人で自由に」が最も多く、48.9％を占めた。続いて、「家族

と」が 20.7％、「地域の友人と自由に」が 10.9％となった。 

 

 

  

4.7%

2.8%

1.5%

2.2%

8.3%

5.0%

48.9%

10.9%

6.5%

2.6%

20.7%

3.8%

0% 20% 40% 60%

職場のクラブや同好会に所属して

学校のクラブや同好会に所属して

総合型地域スポーツクラブ等に所属して

公共施設におけるスポーツ教室で

フィットネスクラブ等の民間スポーツクラブで

動画配信等を観ながら自宅で

個人で自由に

地域の友人と自由に

職場の友人と自由に

地域のイベントで

家族と

その他
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③ 運  スポーツ  施 た場所 

１年間になんらかの運動やスポーツを行った回答者のうち、運動・スポーツを

実施した場所は、「自宅またはその周辺」が最も多く 37.3％、続いて「道路や遊

歩道」が 27.8％、「広場や公園」が 26.3％となった。 

また、「公共のスポーツ施設」のうち、市内に位置する「県総合運動公園」で運

動・スポーツを実施したという方が 61.7％と最も多かった。 

 

■運動・スポーツを実施した場所（n=684） 

 

 

■運動・スポーツを実施した公共のスポーツ施設（n=206） 

 

27.8%

37.3%

26.3%

17.1%

18.6%

2.0%

2.3%

7.3%

4.8%

1.0%

11.0%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40%

道路や遊歩道

自宅またはその周辺

広場や公園

民間のスポーツ施設

公共のスポーツ施設

公民館

コミュニティ施設

学校（体育施設等）

職場

社会福祉施設（高齢者・障がい者支援施設等）

自然環境（山・川・海等）

その他

30.1%

61.7%

24.3%
24.8%

0% 20% 40% 60% 80%

コザ運動公園

県総合運動公園

市内の公園

その他
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④ 運  スポーツ  った 数（n=781） 

この１年間で運動・スポーツを行った日数は、「週に 5 日以上」が 6.9％、「週

に 3 日以上」が 12.9％、「週に 2 日以上」が 11.1％、「週に 1 日以上」が 14.7％、

「月に 1～3 日」が 14.9％となった。これより、週に 1 日以上運動・スポーツを

する割合（以降、「スポーツ実施率※1」という）は 39.3％となった。 

性別ごとのスポーツ実施率は、男性が 43.0％、女性が 36.3％と、男性がやや多

かった。 

年代ごとのスポーツ実施率は、40 歳代が最も多く 44.4％、続いて 20 歳代が

43.0％、10 歳代が 42.5％となった。一方、60 歳代は 32.0％と最も低かった。 

地域ごとのスポーツ実施率は、東部が最も多く 41.4％、続いて中部が 38.5％、

西部が 37.4％、北部が 36.1％となった。 

 

本設問については、「無回答」を含む回答者全員を母数として集計した。 

 

※1 スポーツ実施率の算出方法は、 

｛１年間のスポーツ実施割合（ここでは 15 頁・①の回答から「運動やスポーツは

行っていない」、「わからない」、無回答を除いた割合）｝×(週に１日以上運動・ス

ポーツをする割合)×１／100 

6.9%

5.5%

7.8%

100.0%

5.0%

3.6%

5.6%

5.4%

7.7%

5.3%

11.9%

9.4%

7.7%

5.4%

6.3%

4.5%

12.9%

14.6%

11.5%

15.0%

18.2%

10.2%

9.4%

11.3%

12.8%

19.5%

8.5%

13.3%

12.0%

15.6%

4.5%

11.1%

13.1%

9.7%

15.0%

9.1%

10.2%

11.4%

14.9%

9.0%

7.6%

11.1%

10.7%

10.8%

12.2%

9.1%

14.7%

16.0%

13.8%

15.0%

16.4%

17.6%

22.8%

13.8%

11.3%

6.8%

11.1%

15.8%

14.4%

14.1%

36.4%

14.9%

16.9%

13.4%

20.0%

16.7%

16.8%

14.4%

17.3%

9.3%

16.2%

14.3%

14.4%

15.2%

13.6%

5.5%

6.1%

5.1%

10.0%

10.9%

10.2%

6.7%

4.6%

3.8%

6.0%

8.2%

3.6%

4.8%

4.5%

2.8%

2.3%

3.2%

15.0%

3.6%

2.8%

4.0%

3.1%

1.5%

2.6%

2.0%

1.2%

4.4%

4.5%

4.1%

2.6%

5.3%

10.0%

7.3%

7.4%

4.0%

2.6%

3.0%

2.5%

6.0%

3.1%

7.2%

2.2%

4.5%

27.0%

22.7%

30.2%

15.0%

10.9%

19.4%

19.5%

27.7%

36.1%

42.4%

29.1%

25.0%

31.1%

25.2%

18.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=781)

男性(n=343)

女性(n=434)

その他(n=  1)

10歳代(n= 20)

20歳代(n= 55)

30歳代(n=108)

40歳代(n=149)

50歳代(n=195)

60歳代(n=133)

70歳代(n=118)

北部(n=117)

中部(n=196)

西部(n=167)

東部(n=270)

その他(n=22)

週に５日以上（年251日以上） 週に３日以上（年151～250日）

週に２日以上（年101日～150日） 週に１日以上（年51日～100日）

月に１～３日（年12～50日） ３ヶ月に１～２日（年４～11日）

年に１～３日 わからない

無回答
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⑤ 運  スポーツ  施 た曜   間帯（n=562） 

１年間になんらかの運動やスポーツを行った回答者のうち、運動をした曜日や

時間帯は、「平日の夜間（18 時以降）」が最も多く 40.9％、続いて「平日の午前」

が 33.6％、「日曜・祝日の午前」が 24.6％となった。 

 

 

⑥ 運  スポーツ  施 た 由（n=781） 

運動・スポーツをした理由は、「健康・体力づくりのため」が最も多く 47.2％、

続いて「運動不足を感じるから」が 34.3％、「楽しみ、気晴らしとして」が 33.5％

となった。 

 

 

  

33.6%

23.8%

40.9%

16.4%

12.5%

10.5%

24.6%

18.5%

10.7%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80%

平日の午前

平日の午後（18時まで）

平日の夜間（18時以降）

土曜日の午前

土曜日の午後（18時まで）

土曜日の夜間（18時以降）

日曜・祝日の午前

日曜・祝日の午後（18時まで）

日曜・祝日の午後（18時以降）

その他

47.2%

33.5%

34.3%

3.7%

4.1%

11.5%

12.8%

13.6%

0.6%

1.9%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

健康・体力づくりのため

楽しみ、気晴らしとして

運動不足を感じるから

精神の修養や訓練のため

自己の記録や能力を向上させるため

家族のふれあいとして

友人・仲間との交流として

美容や肥満解消のため

スポーツ観戦をきっかけに

その他

特にない
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⑦ 運  スポーツの今後の 施  （n=231） 

１年間に運動やスポーツを行っていない、または分からないと回答された方の

うち、今後の運動・スポーツの実施意向は、「現在運動・スポーツを行っていない

が、始めたいという思いはある」が 50.2％、「現在運動・スポーツを行っていな

いし、今後もするつもりはない」が 42.9％となった。一方、「現在運動・スポー

ツを行っていないが、具体的に始めようと思っている」はわずか 6.9％であった。 

 

 

⑧ 運  スポーツの 施に ける困り  阻害要因  たは 施    由（n=781） 

運動・スポーツの実施にあたって困っていることや妨げになっていること、ま

たは実施しない（できない）理由をうかがったところ、「家事が忙しい」が最も多

く 20.9％、続いて「勤務時間が長い」が 19.2％、「経済的なゆとりがない」が 17.4％、

「一緒に行う仲間がいない」が 15.7％、「運動すると疲れる」が 14.3％となった。 

 

 

  

6.9% 50.2% 42.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在運動・スポーツを行っていないが、具体的に始めようと思っている

現在運動・スポーツを行っていないが、始めたいという思いはある

現在運動・スポーツを行っていないし、今後もするつもりはない

20.9%

19.2%

17.4%

15.7%

14.3%

14.2%

12.5%

11.8%

10.8%

10.6%

9.1%

8.6%

7.4%

7.4%

6.9%

6.8%

6.4%

4.6%

4.4%

4.1%

1.5%

0% 10% 20% 30%

家事が忙しい

勤務時間が長い

経済的なゆとりがない

一緒に行う仲間がいない

運動すると疲れる

機会がなかったから

運動・スポーツをするのが面倒である

育児が忙しい

運動が苦手である

身近に施設がない

世話を必要とする人がいる

休暇がない

健康上の理由から

運動・スポーツに関する情報が不足している

通勤時間が長い

その他

年をとっている（高齢のため）

運動・スポーツに関心はない

指導者がいない

運動・スポーツが嫌い

障がい者が利用できる施設が不足している
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⑨  ザ運 公園内の各スポーツ施設に望む と（n=402） 

コザ運動公園内の各スポーツ施設に望むことは、「特にない」「わからない」を

除くと、「駐車場の整備」が最も多く 15.5％、続いて「スポーツ教室・行事の充

実」が 13.8％、「利用時間帯の拡大（早朝・夜間等）」が 12.9％となった。 

 

 

  

12.4%

5.9%

13.8%

12.3%

12.9%

10.1%

9.9%

4.0%

12.8%

4.2%

1.7%

15.5%

12.2%

7.6%

5.1%

18.8%
21.1%

0% 10% 20% 30%

施設数の増加

指導者の配置

スポーツ教室・行事の充実

利用手続き、料金支払いの簡略化

利用時間帯の拡大（早朝・夜間等）

利用案等広報の充実

健康やスポーツに関する情報の充実

ロッカールーム、セミナー室等の充実

アフタースポーツ施設（シャワー・飲食等）の充実

託児施設の充実

施設のユニバーサルデザイン化

駐車場の整備

利用料金の低廉化

設備や機材・器具の充実

その他

特にない

わからない
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⑩  市で不足 て る施設 

本市の施設で不足している競技は、「屋内プール」が最も多く 31.8％、続いて

「トレーニング場」が 21.6％、「多目的運動広場」が 19.9％となった。 

本市の施設で不足している時間帯は、「平日の夜間（18 時以降）」が最も多く

37.1％、続いて「平日の午前」が 15.1％、「土曜日の夜間（18 時以降）」および

「日曜・祝日の午前」がいずれも 13.8％となった。 

本市の施設が不足している地域は、「中部」が 70.3％と特に多かった。 

 

■不足している競技（n=176） 

 

 

■不足している時間帯（n=159） 

 

 

■不足している地域（n=138） 

 

31.8%

4.5%

6.8%

19.9%

2.3%

5.1%

6.3%

21.6%

4.0%

5.7%

2.8%

0.6%

2.3%

0.0%

4.0%

4.5%

5.7%
12.5%

0% 10% 20% 30% 40%

屋内プール

屋外プール

体育館

多目的運動広場

陸上競技場

野球場・ソフトボール場

テニスコート

トレーニング場

サッカー・ラグビー場

グラウンド・ゴルフ場

空手道場

充・剣道場

アーチェリー・弓道場

漕艇場

カヌー場

卓球場

スケート場

キャンプ場

15.1%

7.5%

37.1%

3.8%

9.4%

13.8%

13.8%

13.2%

13.2%

0% 10% 20% 30% 40%

平日の午前

平日の午後（18時まで）

平日の夜間（18時以降）

土曜日の午前

土曜日の午後（18時まで）

土曜日の夜間（18時以降）

日曜・祝日の午前

日曜・祝日の午後（18時まで）

日曜・祝日の午後（18時以降）

10.1%

70.3%

8.0%
18.8%

0% 20% 40% 60% 80%

北部

中部

西部

東部
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⑪ 市内の学校  施設の利用状況 

１年間で市内の学校の体育施設（運動場、体育館、プールなど）の利用状況は、

「利用した」が 8.5％、一方で「利用しなかった」が 91.5％と特に多かった。 

なお、利用しなかった理由は、「利用できることを知らなかったから」が最も多

く 38.1％、続いて「特にない」が 33.8％であった。 

 

■市内の学校体育施設の利用有無（n=720） 

 

 

■市内の学校体育施設を利用しなかった理由（n=659） 

 

  

8.5% 91.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用した 利用しなかった

12.0%

6.7%

38.1%

9.4%

6.1%

11.2%

13.7%

2.1%

9.3%

33.8%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40%

運動やスポーツに関心がないから

近くの学校体育施設は一般に開放していないから

利用できることを知らなかったから

利用手続きが面倒だから

施設・設備がよくないから

個人単位では利用許可にならないから

開放の時間帯と利用希望時間帯が合わないから

スポーツの後の憩いの場がないから

その他

特にない

わからない
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⑫ 総合型  スポーツ  ブの認知度（n=743） 

総合型地域スポーツクラブの認知度をうかがったところ、「今回の調査で初めて

知った」が 86.3％と大半を占め、「クラブがあるのを聞いたことがある」が 7.5％、

「クラブがあるのは知っていた」が 5.2％、「クラブの活動に参加している」と回

答した方は 0.9％であった。 

 

 

⑬ スポーツ推進委員の認知度（n=750） 

スポーツ推進委員の認知度をうかがったところ、「名称も活動内容も知らない」

が 86.0％と大半を占め、「名称は知っているが、活動内容はあまり知らない」が

12.3％、「名称も活動内容もよく知っている」と回答した方は 1.7％であった。 

 

 

  

0.9%
5.2%

7.5% 86.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クラブの活動に参加している クラブがあるのは知っていた

クラブがあるのを聞いたことがある 今回の調査で初めて知った

1.7% 12.3% 86.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名称も活動内容もよく知っている

名称は知っているが、活動内容はあまり知らない

名称も活動内容も知らない
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スポーツ  る とにつ て 

① スポーツの  状況（n=781） 

スポーツの観戦状況をうかがったところ、「どれも観戦しなかった」が 64.1％

と最も多かった。観戦した方のうち、「プロスポーツ」が 23.7％、「アマチュア・

学生スポーツ」が 11.0％と多くなった。 

 

 

② カ ゴ 別の  状況 

カテゴリ別の観戦状況は次頁以降の通りであった。なお、観戦の頻度について

は、「無回答」を含む回答者全員を母数として集計した。 

結果は次頁以降に整理した。 

 

  

23.7%

11.0%

4.5%

1.9%

6.4%

64.1%

0% 20% 40% 60% 80%

プロスポーツ

アマチュア・学生スポーツ

国際大会

全国大会

県大会

どれも観戦しなかった
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■プロスポーツ 

プロスポーツの観戦状況は、75.9％が「無回答」だったが、「年に１～３日」

が 15.0％、「月に１～３日」が 3.5％であった。なお、年に１日以上プロス

ポーツを観戦する割合（以降、「観戦率」という）は 23.7％であった。 

観戦した方のうち、競技の内訳は、「バスケットボール」が 65.2％と最も

多く、続いて「野球」が 20.3％、「サッカー」が 9.6％であった。 

観戦した方のうち、観戦した理由は、「好きなチーム・選手の応援のため」

が 45.1％と最も多く、続いて「その競技が好きだから」が 35.3％、「楽しい

から」が 33.2％であった。 

 

●頻度（n=781） 

 

 

●競技（n=187） 

 

 

●観戦の理由（n=184） 

 

 

0.9%

0.6%

0.8% 0.5%

3.5%

2.4%
15.0% 0.4% 75.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に５日以上（年251日以上） 週に３日以上（年151～250日）
週に２日以上（年101日～150日） 週に１日以上（年51日～100日）
月に１～３日（年12～50日） ３ヶ月に１～２日（年４～11日）
年に１～３日 わからない
無回答

9.6%

65.2%

20.3%

4.3%

0.0%

0.5%

2.1%

0.5%
2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

サッカー

バスケットボール

野球

バレーボール

バドミントン

陸上

卓球

ハンドボール

その他

2.7%

5.4%

45.1%

14.7%

35.3%

14.1%

15.2%

7.1%

33.2%

27.2%
6.5%

0% 20% 40% 60% 80%

家族・親族が出場するから

仲間・友人が出場するから

好きなチーム・選手の応援のため

日本や地域の代表として応援するため

その競技が好きだから

レベルの高い競技を観たいから

気分転換やストレス解消として

感動を得たくて

楽しいから

家族や友人等に誘われたから

その他
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■アマチュア・学生スポーツ 

アマチュア・学生スポーツの観戦状況は、88.5％が「無回答」だったが、

「年に１～３日」が 4.4％、「３ヶ月に１～２日」が 2.9％であった。なお、

アマチュア・学生スポーツの観戦率は 11.0％であった。 

観戦した方のうち、競技の内訳は、「野球」が 39.1％と最も多く、続いて

「バスケットボール」が 13.8％、「サッカー」および「バレーボール」が 11.5％

であった。 

観戦した方のうち、観戦した理由は、「家族・親族が出場するから」が 55.3％

と最も多く、続いて「その競技が好きだから」が 34.1％、「楽しいから」が

21.2％であった。 

 

●頻度（n=781） 

 

 

●競技（n=87） 

 

 

●観戦の理由（n=85） 

 

0.0%

0.1%

0.4%
1.0%

2.2%

2.9%

4.4%

0.5%
88.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に５日以上（年251日以上） 週に３日以上（年151～250日）
週に２日以上（年101日～150日） 週に１日以上（年51日～100日）
月に１～３日（年12～50日） ３ヶ月に１～２日（年４～11日）
年に１～３日 わからない
無回答

11.5%

13.8%

39.1%

11.5%

4.6%

2.3%

4.6%

4.6%
11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

サッカー

バスケットボール

野球

バレーボール

バドミントン

陸上

卓球

ハンドボール

その他

55.3%

14.1%

12.9%

3.5%

34.1%

1.2%

2.4%

11.8%

21.2%

10.6%
4.7%

0% 20% 40% 60% 80%

家族・親族が出場するから

仲間・友人が出場するから

好きなチーム・選手の応援のため

日本や地域の代表として応援するため

その競技が好きだから

レベルの高い競技を観たいから

気分転換やストレス解消として

感動を得たくて

楽しいから

家族や友人等に誘われたから

その他
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■国際大会 

国際大会の観戦状況は、95.0％が「無回答」だったが、「年に１～３日」が

3.1％、「週に５日以上」および「３ヶ月に１～２日」が 0.5％であった。なお、

国際大会の観戦率は 4.5％であった。 

観戦した方のうち、競技の内訳は、「バスケットボール」が 68.6％と最も

多く、続いて「野球」が 14.3％、「サッカー」が 11.4％であった。 

観戦した方のうち、観戦した理由は、「日本や地域の代表として応援するた

め」が 44.1％と最も多く、続いて「レベルの高い競技を観たいから」が 38.2％、

「その競技が好きだから」および「楽しいから」が 29.4％であった。 

 

●頻度（n=781） 

 

 

●競技（n=35） 

 

 

●観戦の理由（n=34） 

 

  

0.5%

0.1%

0.1%

0.1% 0.5% 3.1% 0.5%

95.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に５日以上（年251日以上） 週に３日以上（年151～250日）
週に２日以上（年101日～150日） 週に１日以上（年51日～100日）
月に１～３日（年12～50日） ３ヶ月に１～２日（年４～11日）
年に１～３日 わからない
無回答

11.4%

68.6%

14.3%

2.9%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%
5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

サッカー

バスケットボール

野球

バレーボール

バドミントン

陸上

卓球

ハンドボール

その他

11.8%

5.9%

26.5%

44.1%

29.4%

38.2%

5.9%

14.7%

29.4%

2.9%
8.8%

0% 20% 40% 60% 80%

家族・親族が出場するから

仲間・友人が出場するから

好きなチーム・選手の応援のため

日本や地域の代表として応援するため

その競技が好きだから

レベルの高い競技を観たいから

気分転換やストレス解消として

感動を得たくて

楽しいから

家族や友人等に誘われたから

その他
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■全国大会 

全国大会の観戦状況は、97.7％が「無回答」だったが、「年に１～３日」が

1.4％、「週に５日以上」が 0.3％であった。なお、全国大会の観戦率は 1.9％

であった。 

観戦した方のうち、競技の内訳は、「野球」が 35.7％と最も多く、続いて

「サッカー」が 14.3％であった。 

観戦した方のうち、観戦した理由は、「楽しいから」が 37.5％と最も多く、

続いて「家族・親族が出場するから」が 31.3％、「日本や地域の代表として

応援するため」が 25.0％であった。 

 

●頻度（n=781） 

 

 

●競技（n=14） 

 

 

●観戦の理由（n=16） 

 

  

0.3%

0.1% 0.1% 1.4% 0.4%

97.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に５日以上（年251日以上） 週に３日以上（年151～250日）
週に２日以上（年101日～150日） 週に１日以上（年51日～100日）
月に１～３日（年12～50日） ３ヶ月に１～２日（年４～11日）
年に１～３日 わからない
無回答

14.3%

7.1%

35.7%

7.1%

7.1%

7.1%

0.0%

7.1%
14.3%

0% 10% 20% 30% 40%

サッカー

バスケットボール

野球

バレーボール

バドミントン

陸上

卓球

ハンドボール

その他

31.3%

6.3%

6.3%

25.0%

12.5%

12.5%

0.0%

18.8%

37.5%

12.5%
12.5%

0% 10% 20% 30% 40%

家族・親族が出場するから

仲間・友人が出場するから

好きなチーム・選手の応援のため

日本や地域の代表として応援するため

その競技が好きだから

レベルの高い競技を観たいから

気分転換やストレス解消として

感動を得たくて

楽しいから

家族や友人等に誘われたから

その他
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■県大会 

県大会の観戦状況は、93.1％が「無回答」だったが、「年に１～３日」が 4.4％、

「３ヶ月に１～２日」が 1.0％であった。なお、県大会の観戦率は 6.4％であっ

た。 

観戦した方のうち、競技の内訳は、「野球」が 30.2％と最も多く、続いて

「バスケットボール」が 15.1％、「バレーボール」が 11.3％であった。 

観戦した方のうち、観戦した理由は、「家族・親族が出場するから」が 56.0％

と最も多く、続いて「その競技が好きだから」が 34.0％、「仲間・友人が出

場するから」が 24.0％であった。 

 

●頻度（n=781） 

 

 

●競技（n=53） 

 

 

●観戦の理由（n=50） 

 

  

0.3%

0.1% 0.6% 1.0% 4.4% 0.5%

93.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に５日以上（年251日以上） 週に３日以上（年151～250日）
週に２日以上（年101日～150日） 週に１日以上（年51日～100日）
月に１～３日（年12～50日） ３ヶ月に１～２日（年４～11日）
年に１～３日 わからない
無回答

3.8%

15.1%

30.2%

11.3%

3.8%

7.5%

9.4%

1.9%
18.9%

0% 10% 20% 30% 40%

サッカー

バスケットボール

野球

バレーボール

バドミントン

陸上

卓球

ハンドボール

その他

56.0%

24.0%

14.0%

0.0%

34.0%

4.0%

4.0%

12.0%

20.0%

8.0%
8.0%

0% 20% 40% 60%

家族・親族が出場するから

仲間・友人が出場するから

好きなチーム・選手の応援のため

日本や地域の代表として応援するため

その競技が好きだから

レベルの高い競技を観たいから

気分転換やストレス解消として

感動を得たくて

楽しいから

家族や友人等に誘われたから

その他
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③ スポーツ ン ンションに期待  る  （n=781） 

市内でスポーツコンベンション（プロやアマチュアのスポーツチームがキャン

プやゲーム）を行うことに、どのような効果が期待されるかうかがったところ、

「子どもたちに対する夢や希望の提供（スポーツを始めるきっかけの提供）」が

67.6％と特に多く、続いて「超一流プレーや最高水準のパフォーマンスによる感

動や元気の付与」が 40.3％、「子どもたちへのスポーツ教室の開催等地域のスポー

ツ振興への貢献」が 33.5％となった。 

 

 

 

  

67.6%

40.3%

15.7%

33.5%

13.6%

9.2%

15.0%

21.4%

0.8%

5.1%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80%

子どもたちに対する夢や希望の提供

（スポーツを始めるきっかけの提供）

超一流プレーや最高水準のパフォーマンス

による感動や元気の付与

身近な憧れ（到達したい目標像）の存在

子どもたちへのスポーツ教室の開催等

地域のスポーツ振興への貢献

地域の誇りや活力の創出

地域の一体感・連帯感の醸成

知名度・地域イメージの向上

観光関連産業振興への寄与

その他

特に期待しない

わからない
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スポーツ   える とにつ て 

① スポーツに関するボ ン  ア  の 施有無（n=781） 

１年間のスポーツに関するボランティア活動の実施有無をうかがったところ、

「行っていない」が 91.7％を占めた。これに対し、スポーツボランティアへの参

加率は 8.3％と確認できた。 

また、ボランティア活動へ参加した方のうち、「スポーツ団体・クラブの運営や

世話」が 3.2％、「スポーツの指導」および「地域のスポーツ大会等の運営や世話」

がいずれも 1.9％となった。 

 

 

  

1.9%

1.7%

3.2%

0.5%

1.9%

0.6%

1.2%

91.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スポーツの指導

スポーツの審判

スポーツ団体・クラブの運営や世話

スポーツ施設の管理の手助け

地域のスポーツ大会等の運営や世話

国際大会・全国大会等の運営や世話

その他

行っていない
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する  る   えるの総合   とにつ て 

① 運  スポーツ する  る   えるの回数 減 

新型コロナウイルス感染拡大前（2019 年）と比較して、現在の運動・スポーツ

に関する“する”・“みる”・“ささえる”の回数増減をうかがったところ、以下の結果

となった。 

多くは「変わらない」という回答であったが、運動・スポーツを“する回数”お

よび“会場などで直接みる回数”は 30％～40％が「減った」または「やや減った」

と回答している。また、“支える回数”においても「減った」と回答した方が 15.0％

であった。 

一方、“テレビなどでみる回数”は「やや増えた」または「増えた」と回答した

方が 31.1％であり、コロナ禍で密を回避した生活様式が浸透したことが確認でき

る。 

 

 

  

22.7%

21.8%

5.6%

15.0%

10.8%

6.4%

3.8%

1.9%

38.0%

43.0%

45.3%

55.3%

6.1%

4.2%

16.4%

1.5%

5.4%

3.8%

14.7%

0.9%

17.0%

20.7%

14.1%

25.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運動・スポーツをする回数(n=781)

運動・スポーツを会場などで直接みる回数

(n=781)

運動・スポーツをテレビなどでみる回数

(n=781)

運動・スポーツを支える（ボランティア等）

回数(n=781)

減った やや減った 変わらない やや増えた 増えた 無回答
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② 運  スポーツに関する情報の獲得媒 （n=781） 

運動・スポーツに関する情報の獲得に活用された媒体は、「テレビ・ラジオ」が

最も多く 44.4％、続いて「市の広報誌（広報おきなわ）」が 29.3％、「インター

ネット（行政 HP 除く）」が 26.5％となった。 

 

 

③ 運  スポーツに関 て市に提供 てほ  情報（n=729） 

運動・スポーツに関して市に提供してほしい情報は、「健康・体力づくり情報」

が最も多く 35.7％、続いて「スポーツ行事やスポーツイベントの情報」が 30.0％、

「スポーツ施設の案内」が 27.8％、「新しいスポーツ、気軽にできるスポーツな

どの情報」が 27.7％となった。 

 

 

29.3%

3.5%

3.8%

0.0%

3.2%

15.6%

25.5%

2.8%

7.7%

25.6%

0.3%

44.4%

26.5%

2.3%

12.3%

0% 20% 40% 60%

市の広報誌（広報おきなわ）

県や市のホームページ

市の公式SNS

市の公式メルマガ（メルマガ＠おきなわ）

自治会の回覧

ポスター・チラシ

知人や友人

クラブや同好会

職場や施設の仲間

新聞・雑誌

専門誌

テレビ・ラジオ

インターネット（行政HP除く）

その他

特にない

27.7%

10.6%

30.0%

20.9%

27.8%

1.9%

1.7%

15.0%

35.7%

11.8%

1.3%

17.7%

0% 10% 20% 30% 40%

新しいスポーツ、気軽にできるスポーツなどの情報

自分が参加できるスポーツ競技会の情報

スポーツ行事やスポーツイベントの情報

各種スポーツ教室の案内

スポーツ施設の案内

各種スポーツ指導者の紹介

対戦相手チームや審判の紹介

クラブ・同好会などの活動案内

健康・体力づくり情報

スポーツに関する医学的・科学的情報

その他

特にない
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障が 者スポーツにつ て 

① 障が 者スポーツ の関 の有無（n=730） 

障がい者スポーツへの関心の有無は、「関心がある」および「やや関心がある」

を合計すると 42.0％の方が関心を持っていると分かった。 

 

 

② 障が 者スポーツに関   ったきっかけ（n=324） 

障がい者スポーツへ「関心がある」または「やや関心がある」と回答された方

において、関心を持ったきっかけは、「テレビやインターネットなど、メディアで

の中継・配信・報道を見たから」が最も多く 32.1％、続いて「東京 2020 パラリ

ンピック競技大会を見たから」が 24.1％となった。 

 

11.9% 30.1% 19.1% 11.3% 21.1% 6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない わからない 無回答

24.1%

9.9%

5.2%

32.1%

4.0%

4.3%

10.8%

9.3%

7.7%

0.3%

1.5%

6.2%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40%

東京2020パラリンピック競技大会を見たから

東京2020パラリンピック競技大会以外の障がい者スポーツの

大会(過去のパラリンピック競技大会を含む)や試合を見たから

障がい者スポーツに関するイベント（体験会や講演など）に

参加したことがあるから

テレビやインターネットなど、メディアでの

中継・配信・報道を見たから

映画や漫画、本などで見たから

インターネットや ＳＮＳ （フェイスブック、ツイッター

など）で障がい者スポーツの情報を見たから

アスリート自身に魅力を感じたから

地元のアスリートが活躍していたから

自身又は身近な人が障がい者スポーツに関わっているから

自身が通っていた、又は、子どもの学校でオリンピック・

パラリンピック教育が行われていたから

勤務先がアスリート雇用やスポンサーシップ等で

障がい者スポーツに関わっているから

その他

わからない
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③ 障が 者スポーツに関 が   由（n=237） 

障がい者スポーツへ「あまり関心がない」または「関心がない」と回答された

方において、関心がない理由は、「身近に障がい者スポーツに関わっている人がい

ないから」が最も多く 40.1％、続いて「特に理由はない」が 32.9％となった。 

 

 

  

21.1%

12.7%

11.8%

11.0%

40.1%

13.5%

15.2%

12.7%

32.9%

4.6%

2.5%

0% 20% 40% 60%

どんな競技があるか知らないから

競技のルールや見どころがわからないから

どんな選手がいるか知らないから

障がい者スポーツを身近な場所でしていない

から

身近に障がい者スポーツに関わっている人が

いないから

障がい者スポーツについて、メディアで触れ

る機会が少ないから

スポーツ自体に興味がないから

障がい者スポーツに興味がないから

特に理由はない

わからない

その他
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④ 障が 者スポーツに関 った 験の有無 

障がい者スポーツ（パラスポーツ）に関わった経験は、「関わったことはない」

と回答した方が 92.4％と特に多かった。 

関わった経験がある方のうち、関わった競技は、「その他」を除くと「車いすバ

スケットボール」が最も多く 30.0％、続いて「ボッチャ」が 26.7％、「パラ陸上」

が 18.3％となった。なお、「その他」の回答例として、グラウンドゴルフやブラ

インドソフトボール等が挙げられた。 

 

■障がい者スポーツに関わった経験の有無（n=669） 

 

 

■関わった競技（n=60） 

 

 

 

  

0.4%

1.8%

2.7%

2.6%

92.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいがあり、当事者として参加した

障がいはないが、障がい者スポーツを体験した

障がい者スポーツを観戦した

障がい者スポーツを支える活動を行った

関わったことはない

26.7%

30.0%

0.0%

1.7%

8.3%

18.3%

5.0%

3.3%

1.7%

3.3%

38.3%

0% 10% 20% 30% 40%

ボッチャ

車いすバスケットボール

ゴールボール

パラ卓球

ブラインドサッカー

パラ陸上

パラ水泳

シッティングバレーボール

パラバドミントン

車椅子ソフトボール

その他
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市のスポーツ推進につ て 

① 市のスポーツに関する取組の満足度 

市のスポーツへの取組状況について、以下の項目ごとに満足度をうかがったと

ころ、以下の通り回答が得られた。“スポーツを楽しむことのできる環境整備”は

「不満」または「やや不満」と回答した方が 26.2％で最も多かったものの、「や

や満足」または「満足」と回答した方も 37.7％と最も多かった。 

 

 

  

5.4%

7.0%

6.4%

5.1%

5.0%

5.8%

3.9%

7.5%

6.1%

5.0%

17.4%

19.2%

18.4%

15.9%

19.0%

14.7%

14.1%

18.4%

16.7%

12.6%

19.8%

24.7%

24.6%

21.0%

19.6%

19.1%

16.4%

16.7%

15.3%

18.1%

7.8%

13.0%

8.2%

7.0%

7.2%

7.2%

4.6%

4.3%

5.1%

7.4%

49.6%

36.0%

42.4%

51.0%

49.2%

53.1%

61.0%

53.1%

56.8%

56.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スポーツを知り・体験するきっかけづくり

(n=718)

スポーツを楽しむことのできる環境整備

(n=724)

スポーツに関する情報の発信・意識啓発

(n=719)

幼少期・青少年期における発達段階に応じた

運動・スポーツ活動の推進(n=719)

成人の継続的な運動・スポーツ活動の推進

(n=720)

高齢期の生きがいスポーツ・介護予防等の推

進(n=721)

障がい者の生きがい・交流スポーツの推進

(n=718)

総合型地域スポーツクラブの周知・活性化

(n=723)

地域スポーツを支える人材・団体等の育成・

活用(n=720)

スポーツコンベンションシティの構築による

多様な交流の推進(n=720)

不満 やや不満 やや満足 満足 わからない



 

39 

②     ても  た 取組 

今後、市に力を入れてもらいたい取組は、「手軽にスポーツができる公園整備」

が最も多く 37.0％、続いて「手軽にスポーツができる道路整備」が 26.8％、「各

種スポーツ行事・大会・教室の開催」が 20.7％となった。 

 

 

  

20.7%

12.2%

7.4%

18.1%

11.4%

9.2%

6.8%

2.9%

15.0%

4.5%

16.9%

6.9%

7.3%

26.8%

37.0%

8.3%

2.7%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40%

各種スポーツ行事・大会・教室の開催

地域のクラブやサークルの育成

スポーツ指導者の養成

スポーツに関する広報活動・

情報提供サービスの充実

学校体育施設の開放・整備

野外スポーツ活動施設の整備

野外を除く各種スポーツ施設の整備

スポーツボランティアの支援

こども・青少年にあったスポーツの開発普及

成人にあったスポーツの開発普及

高齢者にあったスポーツの開発普及

障がい者にあったスポーツの開発普及

公共スポーツ施設における

健康・体力相談体制の整備

手軽にスポーツができる道路整備

（ジョギング・サイクリングなど）

手軽にスポーツができる公園整備

多世代・ 多種目・多志向型の

総合型地域スポーツクラブの育成

その他

特に力を入れてほしいものはない
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